
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
三
号

一
九
九
九
年
三
月

「武
州
五
日
市
村
文
書
」
史
料
細
胞
現
状
記
録

解
説

戸

森

麻
衣
子

は
じ
め
に

一

「武
州
五
日
市
村
文
書
」
全
体
に
つ
い
て

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵

「武
州
五
日

市
村
文
書
」

の
史
料
細
胞
現
状
記
録
で
あ
る
。
日
本
史
学
研
究
室

「近
世
文
書
を

読
む
会
」
で
は
こ
こ
数
年
来
、
法
制
史
資
料
室
所
蔵

の
未
整
理
文
書
の
調
査
を
進

め
て
き
た
が
、
「大
和
国
吉
野
郡
小
路
村
梅
本
家
文
書
」
「京
都
数
珠
屋
仲
間
文
書

ほ
か
」
と
つ
づ
け
て
、
こ
の

「武
州
五
日
市
村
文
書
」
で
最
後
の

一
単
位
と
な

っ

た
。
「近
世
文
書
を
読
む
会
」
で
は
九
六
年
度

・
九
七
年
度
に
こ
の
作
業
に
あ
た

り
、
史
料
細
胞
現
状
記
録
を
作
成
し
、
ま
た
、
勉
強
会
や
現
地
で
の
聞
き
取
り
調

査
等
を
行

っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
受
け
て
、
こ
こ
に
史
料
細
胞
現
状
記
録
を
完

成
し
、
解
説
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

*
聞
取
り
調
査
は
九
六
年
六
月
十
五
日
、
吉
田
伸
之
氏
と
近
世
文
書
の
会
に
参
加
す

る
学
生
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
筆
者
が
追
加
的
に
個
人
で
聞
取
り
に
出
向
い

て
い
る
。

「武
州
五
日
市
村
文
書
」
と
は
、
法
制
史
資
料
室
に
お

い
て
未
整
理
状
態
で
置

か
れ
て
い
た
際
に
、
全
体
を
包
装
紙
に
包
ん
だ
上
に
付
箋
を
添
付
し
て
示
さ
れ
て

い
た
名
称
で
あ
る
。
文
書
は
、
八
つ
の
ま
と
ま
り
が
束
ね
ら
れ
て
、
さ
ら
に
全
体

を
包
ま
れ
て
い
た
。
史
料
細
胞
番
号
は
、
こ
れ
ら
の
ま
と
ま
り
に
対
し
て
1
か
ら

8
ま
で
の
番
号
を
与
え
、
そ
の
上
で
、
各
ま
と
ま
り
を
順
に
解
体
し
、
子
番
号
を

付
し
て
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
つ
い
て
見
る
と
、
す
べ
て
状
も
の
で
あ
り
、
文
書

は
あ
と
か
ら
作
為
的
に
折
り
か
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に
付
く
。
通
常
の
状
形

式
の
村
方
文
書
は
文
書

の
奥
か
ら
順
に
細
か
く
折
り
巻
か
れ
て
い
く
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
折
り
方
を
変
え
て
、
端
と
端
を
合
せ
る
形
で
大
き
め
の
幅
に
畳
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
、
法
制
史
資
料
室
に
お
い
て

「標
本
」
と
し
て
製
本
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
整
理
作
業
は
あ
る
程
度
進
行
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
、
史
料
番
号
と
内
容
と
を
対
照
し
て
み
る
と
、
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ま
と
ま
り

(1
か
ら
8
の
親
番
号
に
対
応
)
ご
と
に
年
代
的
或

い
は
内
容
的
な
特

徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

法
制
史
資
料
室
に
は
、
こ
の
文
書
が
い
つ
所
蔵
さ
れ
た
の
か
を
示
す
情
報
は
残

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「武
州
五
日
市
村
文
書
」
は
比
較
的
遅

い
段
階
-
昭

和
三
〇
年
頃
に
法
制
史
資
料
室
に
入

っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
「大
和
国
吉
野
郡
小
路
村
梅
本
家
文
書
」
「京
都
数
珠
屋
仲
間
文
書
ほ
か
」
と

の
関
係
で
も
推
量
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
標
本
甲
の
標
本
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、

「小
路
村
梅
本
家
文
書
」
は
2
6
9
、
「数

珠
屋
仲
間
文
書
」
は
2
7
1
、
「奉
公

人
請
証
文
」

(「数
珠
屋
仲
間
文
書
ほ
か
」

の
内
)
は
2
7
2
で
あ
る
。

一
方
、

「武
州
五
日
市
村
文
書
」
に
番
号
は

つ
け

ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
2
7
1
の

「数
珠
屋
仲
間
文
書
」
、
2
7
2
の

「奉

公
人
請
証
文
」
は

「武
州
五
日
市
村
文

書
」
と

一
緒
の
箱
に
、
整
理
が
完
了
せ
ず

に
し
ま
わ
れ
て
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の

標
本
番
号
は
法
制
史
資
料
室

へ
の
受
入
れ
順
と
な

っ
て
い
る
可
能
性
が

つ
よ

い
、

と
法
制
史
資
料
室
で
は
見
て
お
り
、そ
こ
か
ら
「武
州
五
日
市
村
文
書
」
は
、
2
7
2

の

「奉
公
人
請
証
文
」
の
後
に
続
く
は
ず

で
は
な
か
っ
た
の
か
と
推
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
解
説
の
後
に
あ
る
史
料
細
胞
現
状
記
録
を
参
照
し
な
が
ら
、
文

書

の
全
体
像
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
親
番
号
ご
と
の
年
代
的

(内
容
的
)
特
徴
に
つ
い
て
見
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

1
番
台
…
延
宝
～
明
和
年
中

2
番
台
…
享
保
～
明
治
の
借
用
証
文

の
類

が
多

い

3
番
台
…
文
化
元
年
～
文
化
十
四
年

4
番
台
…
文
政
元
年
～
天
保
十
四
年
、
し
か
し
、
文
政
年
中
の
も
の
が
殆
ど

5
番
台
…
天
保
二
年
～
天
保
十
四
年

6
番
台
…
嘉
永
二
年
～
明
治
二
年

7
番
台
…
文
書
の
作
成
年
代
を
特
定

で
き
な
い
文
書
が
殆
ど

8
番
台
…
享
保
～
天
保
年
中
の
年
貢
皆
済
目
録

の
類
が
多

い

こ
れ
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
へ
と
順
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
た
だ
、
借
用
証
文
類
と
年
貢
皆
済
目
録
の
み
は
別
に

一
括
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
初
頭
ま
で
の
も

の
の
み
で
、
そ
れ
以
後

の
も

の
は
な

い
。

こ
の
文
書
群
は
、
大
部
分
は
武
州
多
摩
郡
五
日
市
村
に
関
係
す
る
文
書
で
占
め
ら

れ
て
い
る
が
、
原
出
所
を
五
日
市
村
と
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
も
か
な
り
ふ

く
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
親
番
号
が
2
番
台

の
も

の
の
中
に
集
中
し
、

一
部
6

番
台
に
も
あ
る
。
確
実
に
出
所
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

A

●
史
料
細
胞
番
号
2
1
27

信
濃
国
伊
那
郡

B

"
2
-
28
、
2
1
34
、
2
-
38
～
39

越
後
国
頸
城
郡

(こ
れ
に
つ
い
て
は
、

同
じ
松
村
新
田
村
の
文
書
が
明
治
大
学
刑
事
博
物
館

「越
後
国
頸
城
郡
文

書
」
の
中
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
関
連
性
も
考
え
ら
れ
る
。
)

C

一
2
1
30
～
31

D

u
2
-
29
、
2
i
33

信
濃
国
佐
久
郡

(こ
れ
は
、
「京
都
数
珠
屋
仲
間
文
書

ほ
か
」
の
う
ち
の

「信
州
平
賀
新
町
村
古
文
書
」

の

一
部
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
)

E

日
2
1
35

上
総
国
夷
隅
郡

F

"
2
1
36

下
総
国
相
馬
郡

G

h
6
-
4
～
8

山
城
国
紀
伊
郡
、
乙
訓
郡
、
葛
野
郡

(文
書
の
宛
所
の
各
村

は
、
そ
の
相
給
領
主
の
内
に

「北
面
衆
」
が
共
通
し
て
存
在
す
る
。
ま
た
、

「京
都
数
珠
屋
仲
間
文
書
ほ
か
」
の
う
ち
、
「
一
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こ
れ
と
結
び
つ
く
の
か
も
し
れ
な

い
。
)

次
に
、
確
証
は
持
て
な
い
が
、
出
所
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
持
つ
も
の

に
つ
い
て

一
応
挙
げ
て
お
く
。

H
：

2
-
32
、
2
-
37

I
：

5
-
27
～
28
、
5
-
30
～
33

(清
兵
衛

へ
の
売
掛
出
入
に
関
す
る

一
連
の
も

の
。)

2
番
台
の
内
山
安
兵
衛

・
内
蔵
助
関
係
文
書
や
6
番
台

の
多
摩
郡
乙
津
村
関
係

文
書
は
、
双
方
と
も
や
は
り
出
所
を
異
に
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
A
～
1
と
は

「混
入
」
の
過
程
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
五
日
市
村
文
書
の

中
に
含
め
て
お
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
ど
こ
で
こ
の
よ
う
な
混
入
が

起

っ
た
の
か
考
え
る
と
、
法
制
史
資
料
室

へ
入
る
以
前
の
混
入
の
可
能
性
と
、
法

制
史
資
料
室

で
整
理
作
業
の
際
混
入
し
た
可
能
性
と
二
通
り
考
え
ら
れ
る
が
、
ど

ち
ら
か
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

こ
れ
で
、
五
日
市
村
と
出
所
を
異
に
す

る
も
の
が
数
点
ず

つ
、
複
数
の
出
所
に

わ
た

っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の

「解
説
」
で
は
、
右
に
述
べ
た

A
～
1
に
つ
い
て
は
更
に
踏
み
込
ま
ず
、
以
後
は
五
日
市
村
を
原
出
所
と
す
る
と

考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
述
べ
て
い
こ
う
と
思
う
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

五
日
市
村
が
出
所
で
あ
る
文
書
を
、
「武

州
五
日
市
村
文
書
」
と
区
別
し
て
、
こ

こ
か
ら
は

『武
州
五
日
市
村
文
書
』
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

二

『武
州
五
日
市
村
文
書
』
に
つ
い
て

『武
州
五
日
市
村
文
書
』
の
原
出
所
-
原
所
蔵
者
に
つ
い
て
考
え
る
。
史
料
細

胞
現
状
記
録
を
見
渡
せ
ば
、
五
日
市
村
名
主
土
屋
勘
平
の
名
が
し
ば
し
ば
登
場
す

る
こ
と
に
す
ぐ
に
気
が
つ
く
。
そ
こ
で
土
屋
勘
平
に
つ
い
て

『五
日
市
町
史
』
等

を
参
照
し
て
見
て
み
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る
。
土
屋
家
は
文
政
十

一
年
ま

で
は
五
日
市
村

(全
村
)
名
主
を
勤
め
、
文
政
十

一
年
以
後
は
、
五
日
市
村
内
が

幕
領

(四

・
九
三
二
六
三
石
)
と
旗
本
中
山
大
助

(主
馬

・
要
人
)
知
行
所

(二

六
五

・
九
七
四
三
七
石
)
に
分
給
さ
れ
た
た
め
、
旗
本
中
山
氏
知
行
所
分
の
名
主

を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
十
年
の
改
革
組
合
村
の
設
置
の
際
、
五
日
市
村
は

組
合
三
五
ヶ
村
の
寄
場
村
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
土
屋
勘
平
も
寄
場
役
人
と
し
て
従

事
し
て
い
る
。
土
屋
勘
平
家
は
五
日
市
村
中
宿
に
居
住
し
、
絹
買

・
質
屋
渡
世

・

水
車
営
業
等
を
行

っ
て
い
る
。
安
政
二
年
の
段
階
で
は
持
高
六
石
余
と
記
さ
れ
て

い
る

(あ
き
る
野
市
五
日
市
郷
土
館
保
管
萩
原
家
文
書

4
-
62
)
。
土
屋
家
は
、

戦
国
期
以
来
続
く
旧
家
で
あ
り
、
例
え
ば

『新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
に
は
土
屋

家
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、
武
田
浪
人
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
土
屋

家
の
同
族
に
は
三
家
あ
り
、
上
土
屋
ー
権
左
衛
門
家
は
時
々
組
頭
を
勤
め
て
い
る

家
で
、
下
土
屋
ー
勘
平

(勘
兵
衛
)
家
は
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
と
お
り
で
、

ほ
か
に
、
大
番
場
-
弥
惣
左
衛
門
家
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
状
況
か
ら
、
『武
州

五
日
市
村
文
書
』
の
多
く
は
土
屋
家
が
所
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
良

い
の
で

は
な

い
か
と
仮
定
で
き
る
。

し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
土
屋
勘
平
家
の
文
書
が
な
ぜ
法

制
史
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
法
制
史
資
料

室
所
蔵

の
文
書
は
、
残

っ
て
い
る
土
屋
家
文
書
の
す
べ
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
法
制
史
資
料
室
所
蔵
分
の
ほ
か
に
土
屋
家
文
書
の

一
部
な
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
文
書
が
あ
る
。
そ
れ
も
含
め
て
文
書
群
相
互
を
比
較
す
る
。

α
法
制
史
資
料
室

『武
州
五
日
市
村
文
書
』

β
法
制
史
資
料
室
、
標
本
甲
2
-
2
0
0
0

「髪
結
株
之
儀

二
付
日
記

写
本
」

(1
点
)

γ
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
所
蔵

『祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
』
の
内
、
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「武
州
多
摩
郡
五
日
市
村
文
書
」

(18
件
)

α
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
法
制
史
資
料
室
に
来
歴
情
報

は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
に
β

・
γ
に
つ
い
て
は
若
干
の
情
報
が
あ

る
。β

は
同
じ
法
制
史
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、

α
と
異
な
り

整
理
済
み
で
、
カ
ー
ド
目
録
も
作
成
さ
れ
て

い
る
。
文
書
に
は
、
文
政
十
二
年
、

五
日
市
村
名
主
勘
平
が
江
戸
に
上

っ
て
髪
結
床
場
取
締
を
願
い
出
て
い
る

一
件
と
、

そ
れ
に
つ
づ
け
て
御
貸
付
方
役
所

へ
貸
付
金

願
い
を
行

っ
て
い
る
件
が
記
さ
れ
て

い
る
。
裏
表
紙
に

「御
用
向

土
屋
勘
平
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
屋
家
の
も
の

の

一
部
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
法
制
史
資
料
室
の
購
入
資
料
に
つ
い

て
は
基
本
的
に

『法
制
史
圖
書
受
入
目
録
』

に
受
入
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

α
に
は
該
当
記
載
が
な
い
の
に
対
し
β
に
は
そ
れ
が
あ
り
、
昭
和
十
四
年
二
月
の

受
入
で
、
四
円
五
〇
銭
で
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

γ
に
関
す
る
来
歴
情
報
に
つ
い
て
は
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編

『史
料
館

収
蔵
史
料
総
覧
』

の
該
当
項
と

「祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
目
録
解
題
」
を
参

照
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
文
書
は
、
渋

沢
敬
三
が
主
宰
し
た
日
本
常
民
文
化

研
究
所
よ
り

一
九
四
九
年
、
史
料
館

(当
時
文
部
省
史
料
館
)

へ
譲
渡
さ
れ
て
い

る
。
渋
沢
敬
三
は
昭
和
七
年
、
漁
業
史
研
究
室
を
設
立
し
て
日
本
水
産
史
研
究
を

開
始
し
、
昭
和
九
年
、
邸
内
に
祭
魚
洞
文
庫
を
建
て
て
、
研
究
と
共
に
日
本
水
産

関
係
史
料
の
収
集
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
後
約
十
年
間
に
収
集
し

た
水
産
関
係
史
料
が

「祭
魚
洞
文
庫
」
と
な

っ
た
。
収
集
資
料
は
古
書
店
を
通
じ

て
購
入
し
た
も
の
が
多

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
の

「武
州
多
摩

郡
五
日
市
村
文
書
」
は
下
表
に
示
す
と
お
り

で
あ
る

(文
書
目
録
で
は
、
「
五
日

市
村
文
書
」
と
し
て

一
括
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
す
べ
て
が
五
日
市
村
を
出
所
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
留
原
村
や
山
田
村
よ
り
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で

祭魚洞文庫旧蔵水産史料

武州多摩郡五 日市村文書(1011)

1 (伊奈村百姓高尾村外三ヶ村地先漁猟場入込出入訴状井

済ロ取替証文)

宝暦7年

2 漆代永納赦免願 明和3年

3 御廻状留帳 明和6年

4 漆御改二付小前買上帳控

5 高反別米永漆綿割附帳 寛政7年

6 (留原村地先漁猟用場え山田村猟師入込出入一条) 寛政8年

7 (留原村高尾村定免継願控) 寛政11年

8 (御用鮎生巣場上川通ニテ紺屋染灰汁洗禁止二付請状) 文政元年

9 (酒酔喧嘩吟味下ヶ願) 文政3年

10 (川除普請下請人議定書) 文政10年

11 (鮎運上金年季明二付跡請願書) 文政11年

12 村明細差出帳写 文政11年

13 (玉川鮎猟仲間定書) 天保13年

14 鮎漁入会出入済口証文 嘉永2年

15 (入会漁出入6水 車堰打殿二付済口証文) 嘉永2年

16 御用上鮎三ヶ村仲問漁師請印連名帳 嘉永6年

17 質屋 ・水 車 ・油絞 ・鮎 ・炭稼 入村 々取調書上 帳控

18 料 理 ・鰻 ・旅 籠 ・鮎 ・居 酒 ・蕎麦 ・茶潰茶屋売上 高買上 明治6年

 

あ
る
)
。
こ
れ
を
み
る
と
、
御
用
鮎
に
関
す
る
も

の
や
漆
年
貢
に
関
す
る
も
の
、

村
明
細
帳
な
ど
、
点
数
が
少
な

い
割
に
内
容
は
様

々
で
あ
る
。
ま
た
、

α
と
は

違

っ
て
、
冊
子
体
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
帳

の
裏
表
紙
に

「
丑
年
当
名
主
勘

兵
衛
」

(1
0
1
1
-
3
)
「五
日
市
村
名
主
勘
平
」
(1
0
1
1
1
5
)
な
ど
と

所
有
者
と
思
わ
れ
る
名
前
が
書

い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
屋
家
文
書
の

一
部
で
は

な
い
か
と
推
定
し
た
。

β

・
γ
共
に
昭
和
戦
前
期
に
古
書
店
か
ら
購
入
さ
れ
た
可
能
性
を
含
ん
で
お
り
、
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そ
こ
か
ら
双
方
と
も
同
時
期

・
同
様
な
ル
ー
ト
を
辿

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
所
蔵
さ
れ

た
と
推
定
し
う
る
。
す
る
と
、
な
ぜ
古
書
店
に
文
書
は
流
れ
、
購
入
対
象
と
な

っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
土
屋
家

の
近
代
の
歴
史
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

土
屋
家
の
近
代
の
状
況
に
つ
い
て
は

『五
日
市
町
史
』
や
あ
き
る
野
市
五
日
市

郷
土
館
発
行

『郷
土
あ
れ
こ
れ
』

20
号
の
記
述
を
参
考
に
す
る
。
近
代
の
土
屋
家

は
、
上
土
屋
の
土
屋
常
七
に
よ
る
五
日
市
銀
行
経
営
の
盛
衰
と
、
動
向
を
共
に
し

た
。
土
屋
常
七

(1
8
3
3
-
1
9
2
0
)
は
下
土
屋
勘
兵
衛
の
弟
で
、
上
土
屋

の
養
子
と
な
り
、
若

い
頃
は
厚
木
の
大
店
に
奉
公
し
て
い
た
が
、
明
治
元
年
、
維

新
を
機
に
五
日
市

へ
戻
り
、
上
土
屋
の
家
業
で
あ
る
織
物
仲
買
業
を
継
承
し
、
明

治
二
六
年
に
八
王
子
、
続

い
て
同
二
八
年

に
は
日
本
橋
に
支
店
を
設
け
る
ほ
ど
に

な

っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
九
年
、
五
日
市
銀
行
を
設
立
し
た
。
頭
取
に
は
土
屋

常
七
、
副
頭
取
に
は
内
山
安
兵
衛
、
監
査
役
に
は
土
屋
勘
兵
衛
、
そ
の
他
役
員
に

は
五
日
市
村
内

・
周
辺
地
域

の
有
力
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
八
王
子
町
、
立
川

村
に
銀
行

の
支
店
を
設
け
る
な
ど
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
第

一
次
大
戦
中

が
経
営
の
ピ
ー
ク
で
、
大
正
九
年
常
七
が
没
し
、
嗣
子
大
次
郎
の
代
に
な
る
と
経

営
は
悪
化
し
、
さ
ら
に
大
次
郎
養
子
五
十

五
の
代
と
な
る
と
不
況
の
お
り
か
ら
負

債
を
抱
え
、
銀
行
は
休
業
に
追
い
込
ま
れ
、
大
正
十
三
年
に
第
三
十
六
銀
行
に
吸

収
さ
れ
る
。
五
日
市
銀
行
の
失
敗
の
た
め
土
屋
家
は
破
産
と
な

っ
た
。
上
土
屋
の

こ
と
で
あ

っ
た
が
下
土
屋
も
連
帯
し
て
破
産
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
た
め
家
財
の

売
り
立
て
を
し
て
負
債
の
返
済
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。
売
り
立
て
の
際
、

帳
簿

・
文
書
の
類
が
反
故
紙
と
し
て
什
器

の
包
み
紙
に
使
わ
れ
た
と
い
う
話
や
、

奉
公
し
て
い
た
女
中
が
、
土
屋
家
か
ら
饒
別
と
し
て
伝
馬
関
係
の
文
書
を
も
ら

っ

た
と

い
う
話
が
伝
わ

っ
て
い
る
と

い
う
。

こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
を
遠
く
な

い
時
期
に
土
屋
家
の
文
書
類
は
土
屋
家

か
ら
外
に
流
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち

一
部
が
法
制
史
資
料
室

へ
、

一

部
が
祭
魚
洞
文
庫
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
収
集
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
、

α
も
同
様
に
土
屋
家
か
ら
流
れ
た
の
で
は
な

い
か

と

い
う
推
定
が
成
り
立

つ
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
単
純

で
は
な

い
こ
と
が
分

か

っ
て
き
た
。

下
土
屋
の
破
産
後
、
栗
原
氏
と
い
う
人
物
が
土
屋
家
の
店
を
借
り
う
け
て
呉
服

商
を
営
み
、
後
に
屋
敷
全
体
を
買
い
取

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏
庭
の
方
に
土
屋

勘
兵
衛
は
隠
宅
を
構
え
、
昭
和
二
七
年
ま
で
ひ

っ
そ
り
と
暮
し
て
い
た
と
い
う
。

暮
し
て
い
た
隠
宅
に
は
文
書
類
が
ま
だ
残

っ
て
い
た
ら
し
く
、
五
日
市
郷
土
館
保

管
森
田
家
文
書
の
中
に
は
、
昭
和
二
五
年
に
そ
の
土
屋
家
の
文
書
を
借
り
受
け
て

写
し
取

っ
た
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
も
あ
る
。
勘
兵
衛
夫
婦
が
亡
く
な

っ
て

か
ら
、
屋
敷

の
持
主
で
あ
る
栗
原
氏
は
、
他
の
諸
道
具
と
共
に
自
己
の
裁
量
で
文

書
類
を
処
分
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
他
の
面
か
ら
も
示
唆
的

で
あ
る
。
以
前
に
、
「武
州
五
日
市
村
文
書
」
の
6
番
台
に
乙
津
村
関
係
文
書
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
。
6
-
4
～
8
の
中
井
正
次
右
衛
門
差
出
文
書

を
除
く
と
6
番
台
の
ほ
と
ん
ど
が
乙
津
村
関
係
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
乙
津
村

は
実
は
五
日
市
村
の
近
隣
の
村
で
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
五
日
市
村
と
深
い

関
係
に
あ
る
。
土
屋
家
の
家
屋
敷
を
受
け
継
い
だ
栗
原
氏
は
、
乙
津
村
の
名
主
を

勤
め
た
家
の
出
身
で
、
乙
津
の
本
家
の
栗
原
家
に
は
現
在
も
文
書
が
残
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
6
番
台
の
乙
津
村
関
係
文
書
は
、
こ
の
栗
原
氏
が
も
た
ら

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
土
屋
家
文
書
と

一
緒
に

外

の
者
に
引
き
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

*
戦
後
の
土
屋
家
の
事
情
や
栗
原
氏
の
件
に
つ
い
て
は
、
五
日
市
郷
土
館
清
水
菊
子

氏
の
教
示
を
受
け
た
。

こ
こ
で
、
2
番
台
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
内
山
家
関
係
文
書
に
つ
い
て
も
触
れ

て
お
く
。
内
容
と
し
て
は
、
内
山
家

へ
の
質
地
証
文
類
、
奉
公
人
請
状
等
の
経
営
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関
係
文
書
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
内
山
家
は
土
屋
家
と
同
様
に
五
日
市
村
に
あ
っ

た
家
で
、
内
山
安
兵
衛
家

(大
内
山
)
と
同
族
二
家

(上
内
山
、
向
内
山
)
と
が

あ
っ
た
。
内
山
安
兵
衛
家
は
五
日
市
村
下
宿

に
居
住
し
、
最
初
農
聞
荒
物
渡
世
を

行

っ
て
い
た
が
、
宝
永
二
年
よ
り
質
屋
を
始

め
、
近
隣
村
々
に
か
け
て
山
林
を
取

得
し
、
屈
指
の
大
山
持
ち
と
な

っ
た
。
ま
た
、
文
政
十

一
年
の
分
給
以
後
は
幕
領

分
の
村
役
人
も
勤
め
て
い
る
。
近
代
に
は
、
山
よ
り
の
収
入
を
基
礎
に
五
日
市
鉄

道
経
営
、
代
議
士
、
五
日
市
銀
行
役
員
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
た
が
、
土
屋
家

よ
り
も
早
く
衰
退
し
て
五
日
市
か
ら
去

っ
て
し
ま
い
、
現
在
、
屋
敷
跡
に
土
蔵
の

み
が
残

っ
て
建

っ
て
い
る
。
土
蔵
に
は
以
前

文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
だ
ん

だ
ん
と
外
に
流
れ
て
し
ま

っ
て
お
り
、
方
々
に
分
か
れ
て
現
在
は
所
蔵
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
何
ら
か
の
足
が
か
り
を
五
日
市
に
持

っ
た
者
が
、

土
屋
勘
兵
衛
が
亡
く
な

っ
た
以
後
の
時
期
に
、
土
屋
家
の
文
書
、
栗
原
氏
の
も
た

ら
し
た
可
能
性
の
高

い
乙
津
村
の
文
書
、
内
山
家
文
書
を
採
集
し
、
ま
と
め
て
い

ず
れ
か
へ
運
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
法
制
史
資
料
室
で
の
受
入
推
定
年
代
と
、

五
日
市
で
の
こ
の
状
況

の
時
期
は
か
な
り
近
く
、
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
方

で
昭
和
戦
前
期
に
流
れ
た
可
能
性
も
捨
て
切

れ
な

い
。

三

『武
州
五
日
市
村
文
書
』

(土
屋
家
文
書
)
の
内
容
構
成

こ
こ
で
や

っ
と

『武
州
五
日
市
村
文
書
』

の
中
の
土
屋
家
文
書
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
全
体
的
な
内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、
土
屋
家
の

「家
」
に
関
す
る
も
の

が
経
営
関
係

・
私
文
書
と
も
ほ
と
ん
ど
な

い
、
と
い
う
こ
と
や
、
文
化

・
文
政
期

の
打
榔
関
係

の
文
書
が
多

い
と
い
う
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
『武
州
五
日
市
村
文

書
』
(土
屋
家
文
書
)
を
、
文
書
成
立
の
背
景
と
な
る
、
土
屋
家
の
関
係
す
る
諸

組
織
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
分
け
る
と
、
①
組
合
村
関
係

(寄
場
、
助
郷
、
鷹
場
、

御
用
鮎
な
ど
)
②
旗
本
中
山
氏
知
行
所
関
係

③
五
日
市
村
関
係

(名
主
と
し
て

の
関
わ
り
)
④
そ
の
他
、
と
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

土
屋
家
に
つ
い
て
文
書
か
ら
知
り
う
る
情
報
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
明
和

・
安
永

期
に
は
名
主
役
は
大
番
場
土
屋
家

(弥
惣
左
衛
門
家
)
が
勤
め
て
い
た

(史
料
細

胞
番
号
1
-
4
、
1
-
5
)
。
土
屋
勘
平
家
で
は
水
車
営
業
を
行

っ
て
、
冥
加
永

を
上
納
し
て
お
り
、
ま
た
、
酒
造
貸
蔵
も
行

っ
て
い
た
ら
し
い

(7
-
54
)。
こ

れ
は
、
村
明
細
帳
に
酒
造
人
と
し
て
名
が
挙

っ
て
い
る
こ
と
や
、
酒
造
株
高
三
〇

石
を
所
持
し
て
い
る

(『五
日
市
町
史
』
)
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
天
保
十

三
年
に
は
、
五
日
市
村
中
山
知
行
所
分
名
主
と
し
て
地
頭
所
よ
り
名
主
給
が
付
与

さ
れ
て
い
た
が
、
天
保
十
四
年
、
「御
伝
馬

一
件
」
に
よ
り
土
屋
勘
平
は
跡
部
能

登
守
の
裁
許
を
受
け
、
名
主
役
退
役
を
申
し
付
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
勘
平
か
ら
そ

の
子
所
平
へ
名
主
役
が
交
代
し
た
が
、
そ
の

「御
請
印
形
」
を
拒
否
す
る
動
き
が

持
ち
あ
が
り
、
天
保
十
四
年
、
所
平
は
名
主
役
を
退
役
し
て
い
る
。
こ
れ
を
経
て
、

弘
化

・
嘉
永
期
に
は
土
屋
家
外
の
源
蔵
が
名
主
役
を
勤
め
て
い
る
。
し
か
し
な
ぜ

か
翌
天
保
十
五
年
、
所
平
は
地
頭
所
よ
り

一
代
上
下
御
免
を
受
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
(5
-
1
、
5
-
18
、
5
-
56
、
7
-
8
、
7
-
28
)。

最
後
に
、
土
屋
家
文
書
が
散
逸
以
前
、
ど
の
よ
う
な
文
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
た
の
か
考
え
た
い
。

現
在
五
日
市
に
は
、
文
政
十

一
年
の
分
給
以
後
に
五
日
市
村
村
役
人
を

つ
と
め

た
森
田
家

・
萩
原
家
の
二
家
の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
森
田
家
の
文
書
の

内
に

「弘
化
二
巳
年
五
月

御
用
書
物
類
取
調
連
印
帳
」
(森
田

(1
)
-
62
)
と

い
う
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
幕
領
分
の
村
役
人
が
大
幅
に
交
代
し
た
際
、
そ
れ

ま
で
持
ち
伝
え
て
き
た
御
用
書
物
類
を
取
り
調
べ
、
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

「御
用
書
物
類
取
調
帳
」
は
森
田
家
文
書
の
中
に
二
冊
あ
る
が
、
他
方
が
寄
場
役
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人
の
事
務
に
関
し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
書
物
の
書
上
げ
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち

ら
は
、
五
日
市
村
幕
領
分
の
村
方
文
書
を
主
と
し
て
い
る
。
史
料
を
見
る
と
、
幕

領
分
で
所
持
し
て
い
た
の
は
す
べ
て
文

政
十

一
年
の
幕
領

・
中
山
大
助
知
行
所

へ

の
分
給
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
年
貢
皆
済
目
録
に
注
目
す
る
と
、

印
有
り
の
本
文
は

「御
用
書
物
類
取
調
連
印
帳
」
で
は
文
政
十

一
年
以
降
の
も
の

の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
『武
州
五
日
市
村
文
書
』
に
は
、
文
政
以
前
の
皆
済
目

録
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
森

田
家
文
書
の
中
に
文
政
以
前
の
皆
済
目

録
も
存
在
す
る
が
、
す
べ
て
写
し
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
推
測
す

る
と
、
分
給
の
際
、
文
政
十

一
年
以
前

の
五
日
市
村
の
公
文
書
は
そ
の
ま
ま
名
主

を
勤
め
て
い
た
土
屋
家
に
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
文
書
の

種
類

・
形
式
は
継
承
し
つ
つ
、
幕
領
側
で
新
た
な
文
書
は
作
成
さ
れ
、
保
存
さ
れ

て
い
っ
た
の
だ

ろ
う
。
逆
に
見
れ
ば
土

屋
家

で
は
、
「御
用
書
物
類
取
調
連
印

帳
」
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
文
書

を
作
成

・
所
持
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
現
状
で
は
史
料
細
胞
現
状

記
録
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
以
前
は

土
屋
家
の
活
動
を
反
映
し
た
様

々
な
文
書

が
残
さ
れ
て
い
た
に
違

い
な
い
。

別
れ
て
二
〇
年
ほ
ど
を
経
て
再
び
法
制
史
資
料
室

で
出
会

っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ

の
奇
遇
に
複
雑
な
思
い
を
受
け
る
。

[附
記
]
こ
の
史
料
細
胞
現
状
記
録
並
び
に
解
説
の
執
筆
に
あ
た

っ
て
、
東
京
大

学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
口
石
久
美
子
氏
、
あ
き
る
野
市
五
日
市
郷
土
館
清

水
菊
子
氏
ほ
か
の
方

々
、
石
井
道
郎
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
近
世
文
書
を
読
む
会
に
お
い
て
史
料
細
胞
現
状
記
録
作
成
に
参
加
し

て
く
だ
さ

っ
た
方

々
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

市
川
大
祐
、
伊
藤
剛
、
稲
田
奈
津
子
、
猪
野
研

一
、
今
津
敏
晃
、
上
田
純
子
、

太
路
秀
紀
、
緒
方
敦
泰
、
川
勝
守
生
、
金
絃
榮
、
金
孝
宣
、
ギ
ヨ
ー
ム

・
カ

レ
、
佐
藤
か
つ
ら
、
清
水
有
子
、
杉
山
か
や
、
田
辺
美
紀
、
多
和
田
雅
保
、

戸
森
麻
衣
子
、
内
藤
隆
夫
、
中
網
栄
美
子
、
永
原
健
彦
、
南
部
み
ど
り
、
新

妻
淳
子
、
朴
花
珍
、
朴
薫
、
原
珠
美
、
藤
井
直
史
、
朴
澤
直
秀
、
牧
原
成
征
、

松
澤
裕
作
、
丸
山
進
、
宮
地
英
敏
、
湯
浅
誠
、
横
山
百
合
子
、
吉
田
伸
之
、

ロ
バ
ー
ト

・
ヘ
リ
ヤ
ー

お
わ
り
に

「武
州
五
日
市
村
文
書
」
は
、
出
所
を
異
に
す
る
文
書
が
多
く
混
入
さ
れ
て
い

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
二
段
階
の
混
入
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
り
、
原
状
か
ら
遠

く
か
け
離
れ
た
位
置
に
い
る
。
こ
れ
は
稀

な
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
古

文
書
の
保
存
活
動
や
研
究
に
関
わ
る
我

々
は
、
こ
の
よ
う
な
文
書
も
現
に
存
在
す

る
と

い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も

「武
州
五
日
市
村
文
書
」
が
本
当
に
昭
和
三
〇
年
頃
に
法
制
史
資
料
室
に
は
い
っ

た
の
な
ら
ば
、
「β
法
制
史
資
料
室
標
本
甲
2
-
2
0
0
0
」
と
は
、
五
日
市
で
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番

号

表

題

内

容

年

代

差

出

宛

所

形

態

数

量

備

考

0

〔包

装紙

、

括り

紐等

〕

包
装紙

、括り紐

-

■

-

防
虫剤

3
あ
り

1
-
0

〔包

紙、

括
り紐

〕

(上

書)

「武

州
五
日市

村古

文沓

三
六通延宝-宝永二」

包紙

、

括り紐

-

■

-

包
紙
に
付
箋
あ
り

1
-
1
1
-
2

1
-

3

御
請
口
之
事売渡申山之

事売渡申山之事

た
つ
奉公

人請

状御年貢漆にさし
つ
か
え、

山売

渡養沢入七兵衛善兵衛分之山

延宝

6
、

10
、

8宝永5、5、19宝永7、4、27

川
口
村人

主
た
れ、

謂人

た
れ上川口村山売主次郎右術門

他
3

名山売主伊左衛門、証人伊兵衛他4人

細
ヶ
谷村

久
七下川口村六左

衛
門六左衛門

状状状

111

裏
打
ち
あ
り奥裏書あり奥裏沓あり

1
-

41
-
5

乍
恐
以
書
付
ヲ
奉
願
上
候乍恐以沓付ヲ奉願上候

地
境争

論
に
付
御
吟
味
願大水にて御救い願

明和

6
、

12安永6、4

五
日市

村名

主
勘兵

衛五日市村百姓代宇右衛

門年

寄内

蔵助名主弥そ左衛門

伊奈

備
前守

様
地
方
御
役
所伊奈半左衛門御役所田中

藤
兵
衛、夏目善太郎

状状

11

貼継

あ
り

1
-
6

乍
恐
以
轡
付願

上
候

秋
川
以
樋
御
救
普
謂
願

天明

6
、

10

五
日市

村名

主弥

三
左衛

門、

年寄

市左衛門他4名

伊奈

半左

衛門

様御

役
所

状

1

1
-
7

差
上
申一

札之

事

傷害

一

件
の
事後

処
理
に
つ
き

寛
政
2、

4

伊奈

摂津

守支

配所

五
日市

村百

姓吉左衛門伜久兵衛他3名

御奉

行所

状

1

1
-

8

乍恐

以
沓付

御願

申上

候

名主

役を

弥
三
郎
に
仰せ

つ
け
ら
れ
たく、小前惣百姓一同連印

寛
政
6、

8

五
日市

村
百姓

五
兵衛

他
幽名

年
寄
8名百姓代1名

伊奈

友之

助様

御役

所

状

1

1
-
9

1
-

10

差上

申一

札之

事乍恐以書付ヲ奉申

上
候

無宿

浅之

助盗

一

件
に
つ
き、

仰せ

渡しの趣請書小前の者よりの故障により酒造願下げ

寛
政
6
、

12寛政8、正
、

11

伊
奈
友
之
助
御
代
官
所
五
日
市
村
百
姓武兵衛後家もよ代兼百姓長右衛門他5名五日市村名主勘平

御奉

行所伊奈友
之助

様御

役所

状状

11

奥
齊
あ
り

1
-

11

取替

申一

札
之事

不動

院、

覚法

院
の
除地

相対

替
に
つき

寛政

8
、

7

五
日
市
村真

言
宗不

動
院
他
4
名

覚
法
院

状

1

大
悲
願
寺
奥
印
及
び
貼
継文書あり

1
-

21

入
置
申一

札
之
事

山
論
出
入一

件
の
入
用
は村

方限

り
で割り合う旨

寛政

8
、

5

戸倉

村名

主
十
郎右

衛門

他
2

名

五
日
市村

仁
兵
術
他
8

名

状

1

1
-

311-14

覚一
札
之
事

金
弐
両
借
用
証
文以後禁酒、万端

慎
み
に
つ
き

寛政

9
、

10寛政11、8

嶋
田
元右

衛門当人伝兵衛他

7
名

五
日
市村

勘
平、

伊
兵
衛、

小
兵
衛村方御役人衆中

状状

11
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1
-

15

差
上申

一

札
之事

酒会

等慎

む旨

寛
政
12
、

12

当
人
利
助、

地
主
亦
七、

家
主
市
郎
左衛門他2名

御
役
人
中

状

1

1
-

16

入
置
申
儀定

証
文
之事

打
榔一

件、

内済

に
つ
い
て
は
取扱

人に任せる旨

寛政

12
、

10

半
平
他
4
名

御
取扱

人
中

状

1

奥
番
あ
り

1
-

17

差
上
申一

札
之事

平
生大

酒、

身持

ち不

将
で
あ
っ
た
が、以後出精

寛
政
13
、

3

五
日
市
村
下
宿
当
人
藤
右
衛
門
他
4

名

村
方役

人
衆
中

状

1

1
-

181-191-021-21

差
上
申
一

札
之
事一札之事一札之事差上申一札之事

病気

に
つ
き、

拝借

鉄
砲返

上
願酒狂不調法につき、御詫び一札今後、勝手に止宿させない旨身持不将なきよう慎むので、此

度は御用捨下されたく

享和

元
、

11享和元、8
、

27享和元、8享和元、8、27

預
り
主
安
左
衛
門
他
4
名十蔵店豊次郎他1名五日市村しけ他4名藤左衛門伜伝兵衛他38

名

御
役所村役

人
中村役人中

状状状状

1111

下
部
破
損

1
・

22

差
上
申
一

札
之事

欠
け落

ち
し
た
が、

以
後
は
不増

をしない旨

享和

2
、

12

長
渕
村
百
姓
嘉
兵
衛
弟
当
人
藤
右
衛
門他1名

御
役
人
衆
中

状

1

1
・

23

一

札
之事

四季

打鉄

砲名

前替

御願

下さ

れ
た
く

享和

元、

口

五
日
市
村
鉄
砲
預
主
百
姓
源
蔵
他
2

名

村
御役

人
中

状

1

-
.

421・251-261-271
-
82

書
付
を
以
申
上
候差出申一札之事書付を以申上候書付を以申上候害付を以申上候

平
生大

酒、

勘当

に
申
し分

なし娘誘い出しにつき詫夫は勘当されたが、両親は養

う旨伜大酒につき、勘当帳付願久三郎勘当の件、御聞糺しにつき

享和

2
、

8享和2、10享和2、8享和2、8享和2、8

五
日
市
村百

姓
久
三
郎盆堀村当人吉蔵他2

名五日市村久三郎妻きの五日市村百姓久三郎親
安右

衛
門五日市村久三郎五人組勘兵衛他

3名

村
方
御
役
人
衆
中五日市村六郎左

衛
門、

御村

衆
中村方御役人衆中村方御役人衆中村方御役人衆中

搏

状状状状状

11111

1
-

29

差
出
申
一

札
之
事

以
後、

慎
む
に
つ

き

享和

2
、

11

当
人
三
郎
兵
衛、

組合

惣
代嘉

兵
衛
他4名

村
方
御
役
人
衆
中

状

1

1
-

30

一

札
之
事

勘
当
の
件
に
つ
き、

御詫

び
下
さ
れ、以後は慎むにつき

享和

2
、

8

久
三
郎

近
所
御
組
合
中

状

1

1
-

31

乍
恐
以
書
付
御
訴
詔
奉
申
上
候

年
季
明
け
の
山、

理
不
尽
出入

訴状

享和

2
、

3

伊奈

友之

助
御
代官

所武

州多

摩郡

五日市村訴訟人百姓市郎左衛門

御
奉
行
所

状

1

端
裏
書
あ
り

1
-

32

乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

貯
穀
減
穀
御
宥
免
下
さ
れ
たく

享和

2
、

正

多摩

郡
高尾

村
名主

藤
蔵他

8
名

伊
奈
友
之
助
様
御
手
附
岩
瀬幸

吉

状

1
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1
-

33

乍
恐
以
書
付
奉申

上
候

.

一

件
吟
味
中
帰
村
仰
せ
付
け
ら
れ
る
につき

享
和
2、

7

五
日
市村

大宮

司
百竹

長
戸、

氏子

惣代清兵衛他3名

伊奈

友之

助様

御
役所

状

1

1
-

34

一

札
之
事

御伝

馬
役御

免
願
わ
れ
た
く、

頼
み
迎判

享
和
4、

2

五
日
市村

百
姓
甚
五
兵衛

他
塒名

、

越石戸倉村茂右衛門他7名

村役

人申

状

1

1
-

35

乍恐

以
書付

奉申

上
候

神社

号題

に
か
か
る
出
入
に
つ
き

享
和
2、

正

多
摩
郡
檜
原
村
大
嶽
山
神
主
吉
野
讃
岐

伊奈

友之

助様

御役

所

状

1

1
-

36

預り

申一

札之

事

平太

郎身

持不

将、

以
後気

を
つ
け
る旨

享和

元、

8

庄
左
衛
門
孫
当
人
平
太
郎
他
2

名

村御

役人

中

状

1

2
-
0

〔包

紙〕

包紙

1

付
箋
あ
り

2
-

1

古証

文江

書添

借用

申金

子之事

慶応

3
、

3

同
村内

蔵
助

状

1

差
出
切
取

2
-
2

入
置申

一

札
之事

立木

切取

に
つ
き詫

証文

寛政

11
、

9

善
蔵

内
蔵
之
助

状

1

2
-
3

為替

金手

形嘉

八
王
子福

岡直

七
へ

為替

金

慶応

2
、

7

松
田
七
右
衛門

内
山
蔵
之
助

状

1

2
-

4

流
地
相
渡
シ
申
証
文
之事

宝暦

13
、

9

金
兵衛

内
蔵
之
助

状

1

2
-

5

差
上
申
御
請
書事

川
欠
山
崩
れ
に
よ
り
増
永
請
け
が
た
き旨

明和

5
、

6

名主

病死

二

付組

頭内

蔵之

助
他
8
名

伊
奈
備
前
守
様
御
内
鈴
木
八
郎
右
衛
門他1名

状

1

下
書

2
-
6

古
証
文
江
書
添
借
用
申
金
子
証文之事

安政

5
、

9

五
日市

村音

次郎

内
蔵
之
助

状

1

差
出
切
取

2
7

永
譲
渡
申
畑
証
文
之
事

延享

3
、

12

五
日市

村伊

右衛

門

善右

衛門

状

1

下部

破損

2
-
8

借
用
申
金
子
事

上
洛
御
供
入
用
差
支
え
に
つ
き金

百
両借用

文久

3
、

2

秋
原新

之助

組与

頭
岡部

藤太

郎他

9名

内山

安兵

衛

状

1

2
-
9

人
請
状
之
事

寛
政
10、

2

人
主直

吉

内蔵

之
助

状

1

2
-

10

借
用
申証

文
之
事

金
千
両、

江
戸
居
屋
敷
引
当

明
治
3、

5

安
兵衛

槌斎

(カ

)
兵衛

状

1

下沓

2
-

11

借
用
申証

文
之
事

商
い
向
元
入
金
差
詰
り
に
つ
き、

金
百両借用

安
政
4、

5

五
日
市
村
上宿

内
蔵
之
助

下宿

安兵

衛

状

1

2
,

21

借用

申金

子証

文
之
事

質地

10

年季

、

二
五
両

慶
応
4、

8

五
日
市
村
内
蔵
之
助

同村

徳兵

衛

状

1

2
'

31

預申

金
子之

事

一

七
〇
両借

用

明
治
3、

12

五
日
市
村
蔵
之
助

東京

深
川
五
郎右

衛
門

状

1

2
-
41

店請

証文

之事

間
口
・

奥行

3
聞
の
屋
敷借

謂

文
久
元、

10

檜
原
上
川
家
市
郎
左
衛
門

内蔵

之助

状

1

2
-

15

店請

証文

之毒

間
口
・

奥行

6
間
の
屋
敷借

請

明
治
4、

9

多
摩
郡
横
沢
村
善
兵
衛

状

1

虫
損
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(

2
-

16

奉公

人請

状之

事

寛
政
11
、

2

大
久
野
村
人
主
惣
蔵

五
日市

村内

蔵之

助

状

1

2
-

17

店請

証文

之事

嘉
永
7
、

3

状

1

雛
形

2
,

81

譲渡

申畑

証文

之事

文
久
㌫
、

9

五
日
市
村
内
山
安
兵
衛

徳
兵衛

状

1

下
書

2
-

19

永代

畑譲

り渡

申細

証文

之事

文
久
4
、

2

五
日
市
村
徳
兵
衛

佐助

状

1

2
-

02

永相

渡申

畑手

形之

事

享
保
元
、

10

利
兵
衛

安兵

衛

状

1

文
久
3年

の追

記あ

り

2
-

21

為替

金手

形之

事

子

7
、

21

松
田
長
右
衛
門

内
山蔵

之助

状

1

2
-

22

借
用申

金
子之

事

金
子
借
用
人
権
左
衛
門

内
山安

之助

状

1

2
-

32

永年

賦
元済

金証

文之

事

拙家

再興

の
た
め
商売

向元

入
金
と
して

安
政
3
、

12

内
蔵
之
助

安
兵衛

状

1

端
裏
書
あ
り

2
-

24

為替

金手

形之

事

慶
応
元
、

7、

11

松
田
長
右
衛
門

内
山蔵

之助

状

1

2
-

52

店請

証文

之事

文
久
元
、

11

店請

人
源
次
郎、

借
家
人
彦
次
郎

内
蔵
之
助

状

1

2
-

62

差
出申

一

札之

事

借金

返済

に
つ
き

弘化

元
、

5

刀
蔵

与
五
右
衛
門

状

1

2
・

27

差
出申

一

札之

事

御村

方郷

歩代

人
に
つ
き請

番

慶
応
3
、

3

上
辰
野
村
伊
之
松

樋
口
村
御名

主衆

中

状

1

他
文
書
混
入
か

2
-

28

年季

質物

相渡

申
田地

証文

之事

享保

16
、

12

大
道
郷
松
村
田
地
質
入
主
与
次
兵
衛
他5名

直
江津

新
町伊

藤
九右

衛
門

状

1

他
文
轡
混
入
か

2
-

92

相
渡申

質
地
証文

之事

嘉永

元
、

4

平
賀
新
町
質地

主
名主

政
右
衛
門
他
2名

村
彦
左
衛
門

状

1

他
文
書
混
入
か

2
・

30

人別

帳
認
め
に
つ
き達

正
、

22

池
田
修
理

8

幸
若
健
吉

状

1

他
文
書
混
入
か

2
-

13

覚

朝鮮

人
来膀

、

国役

金
請取

文化

7
、

12
、

18

川
崎平

右
衛門

幸若

伝
八
郎

状

1

他
文
害
混
入
か

2
`

23

大
目付

江
口
達
之
覚

高家

表高

家知

行所

の
儀
に
つ
き

状

1

「
土
方
八
十
郎
承
之」

2
-

33

進
上申

一

札
之事

先年

の
証文

返却

に
つ
き

享保

15
、

4

三
塚村

弾右

衛
門、

同
所嘉

兵
衛

平
賀
新
町
嘉
兵
衛・

状

1

他
文
香
混
入
か

2
-

43

乍
恐
以書

付奉

願
上
候

小児

不
引取

出
入訴

答御

下
ケ
願

文化

11
、

5

福田

左
門
太
領
内
百姓

次
右衛

門
煩
につき親類利右衛門、春日領内百姓藤九郎伜兵蔵

竹内

新
八
郎様

川
浦御

役
所

状

1

他
文
書
混
入
か

2
-

53

乍
恐
以
書
付
奉甲

上
候

農
間大

工
渡世

の
者上

棟
の
節、

神拝式御免許願

元治

元
、

11

大
岡兵

庫頭

領
分上

総
国夷

隅
郡部

原村勘三郎他

白
川
神
祇
関
東
御
役所

御
役
人
中

状

1

他
文
書
混
入
か

2
-

63

御
請
晋
之
事

御年

貢
の
内水

腐場

御
用捨

に
つ
き

天保

15
、

10

御知

行所

下総

国相

馬郡

我孫

子村

名主茂右衛門

御地

頭
所
様
御
役
人
中

状

1

他
文
書
混
入
か

2
-

37

〔
書
状〕

公方

様
東叡

山
御霊

前参

詣
に
つ
き

松平

土
佐守

青山

下
野
守
様
他
4
名

状

1

他
文
笹混

入
か

602
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2
-

38

乍恐

以
沓付

御注

進奉

申上

候

長日

照
に
つ
き
残ら

ず白

割

安
永
2、

6

松
村
新
田
庄
屋
清
左衛

門

川浦

御役

所

状

1

他文

書混

入
か

2
-

39

差上

申一

札之

事

以
後博

突等

し
な
い
旨

明
和
6、

2

松
村
新
田
本
人
清
左衛

門

下源

入村

兼帯

庄
屋
清兵

衛

状

1

他文

沓混

入
か

3

-

0

〔包

装紙

、

指り

紐〕

「
武州

五
日
市
村古

文沓

七
六
通
文
化元-十四」

包
装
紙
、ひも

-

■

-

3
-

1

乍恐

以
普付

奉申

上
候

鉄砲

盗
難
に
つ
き

文
化
2、

9

五
日
市
村
百
姓
長
左
衛
門
他
2

名

伊奈

友之

助様

御役

所

状

1

3
-

2

差出

申一

札之

窮

市場

争論

に
つ
き

文
化
元、

7、

3
,

当
村
百
姓
茂
八
他
15
軒
代
兼
庄
左
衛
門他1名

名主

勘平

状

1

3

-

3

差上

申御

請書

之事

鉄砲

盗み

取ら

れ
に
つ
き

文

化

2、

10 、

4

五
日
市
村
百
姓
長
左
衛
門
組
三
五
郎、名主勘平

伊奈

友之

助様

御役

所

状

1

3
-

4

乍恐

以書

付奉

願上

候

利助

後家

い
ち一

件

文
化
2、

11

五
日
市
村
百
姓
庄
左
衛
門
他
1

名

伊奈

友之

助様

御役

所

状

1

3
-
5

差出

申御

詫証

文之

事

家内

納り

兼ね

る
に
つ
き

文
化
2、

9

五
日
市
村
い
ち
他
2

名

村御

役人

中

状

1

3
-
6

差出

シ
申一

札之

嶺

居屋

敷建

家質

入、

奥印

に
つ
い
て

文
化
2、

4

五
日
市
村
下
宿
市
兵
衛
他
2
名

名主

勘平

、

地組

頭長

吉

状

1

3
-

7

差上

申済

口証

文之

事

村入

用難

渋出

入
に
つ
き

文
化
3、

2

訴
訟
人
福
生
村
村
役
人
惣
代
名
主
勘
次郎他3名

伊奈

友之

助様

御役

所

状

1

3
-

8

差上

申済

口証

文之

事

地所

掠取

、

養子

不引

取出

入

文
化
3、

2

五
日
市
村
百
姓
利
助
後
家
訴
訟
入
い
ち

伊奈

友之

助様

御役

所

状

1

3
-
9

規定

証文

之事

村入

用難

渋一

件内

済
に
つ
き

文
化
3

福
生
村
名
主
勘
次
郎
他
4
名

取扱

人
五
日市

村名

主
勘平

状

1

3
,

01

一

札之

事

家財

諸道

具売

払
に
つ
き

文
化
3、

12

彦
八

勘平

、

長吉

状

1

3
-

11

差出

申一

札之

事

おり

の
身分

の
儀
に
つ
き

文
化
3、

9

小
中
野
村
年
寄
善
次

五
日市

村名

主勘

平

状

1

3
-
1
2ユ

差出

申一

札之

事

四季

打鉄

砲盗

難
に
つ
き

文

化

3、

7
、

11

五
日
市
村
百
姓
長
左
衛
門
父
甚
兵
衛
代長左衛門他3名

伊奈

友
之助

様御

役所

状

1

3
-

13

覚

借金

引き

受
け
に
つ
き

文
化
4、

12

善
兵
衛

御役

宅

状

1

3
-

4
'

11

覚

初穂

料請

取

文

化

4
、

7
、

25

鈴法

寺
納
所

五
日市

村御

役
人
中

状

1

以
下
3
点
貼
継

3
-

14
-

2

覚

幽

穀代

金請

取

鈴法

寺
納
所

御役

入
中

状

1

3
-

14
-

3

覚

炭運

上受

取
に
つ
き

辰

12
、

25

小
野
田
三
郎
右
衛門

様
山
後
新
次
郎

五
日
市
中

状

1

3
-

15

乍恐

以書

付奉

申
上候

百姓

代藤

吉改

名
に
つ
き

文
化
4
、

11

五
日
市村

吉
左
衛門

伊奈

友
之助

様
御役

所

状

1

3
-

16

差出

申一

札之

事

妹
は
つ
離縁

一

件
に
つ
き

文

化

4
、

3
、

2

当村

(
五
日
市村
)

下
宿
長
八
他
2
名

当所

御役

人
中

状

1

3
-

17

乍恐

以魯

付奉

願
上候

四季

打鉄

砲拝

借願

文
化
4
、

11

五
日
市村

百
姓
源
次
郎
他
3
名

伊奈

友
之助

様
御役

所

状

1

3
,

81

引取

一

札之

事

新平

娘引

取
に
つ
き

文
化
4
、

7

羽
口
村定

七
他
2
名

親
類
惣
代甚

五
右衛

門
他
1名

状

1
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3
-

19

一

札
之
事

売
掛
滞
残金

に
つ
き

文化

6
、

11

檜原

村百

姓五

右衛

門

五
日
市
村
儀
兵
衛

状

1

3
-

02

差
出
申
一

札
之
事

弁
才
天
立
旗
借
用
に
つ
き

文化

6
、

3

当所

伊兵

衛

当
所
御役

所

状

1

3
-

21

以
書
付
奉
申
上
候

秀
次
郎
身
持
不
行
跡
に
つ
き

文化

7
、

10

養沢

村秀

次郎

他
1

名

五
日
市村

名
主
勘
平
他
1
名

状

1

3
-

22

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

大
筏
降
積
り、

麦
作
枯
失
に
つ
き御

見分願

文化

7
、

2

五
日市

村名

主
勘平

他
2

名

伊奈

助右

衛
門
御
役
所

状

1

3
-

23

乍恐

以
書
付
奉
申
上
候

市
日
に
口
附
無
き
馬
に
乗
ら
ざ
る
よ
う

文化

7、

2

五
日市

村名

主
勘平

他
2名

伊奈

助右

衛
門

状

1

3
-

24

乍恐

以
沓付

御
訴
奉
申
上
候

百
姓
太
右
衛
門
方
へ
盗
賊
這
入、

品
々盗み申すにつき

文
化
7、

8

五
日市

村太

右衛

門他

2名

伊奈

助右

衛
門

状

1

3
-

25

覚

金
2
両
3
分
取

文
化
7、

10

下村

年番

名主

清助

五
日市

東丁

源蔵

状

1

3
-

26

差出

申一

札
之
事

元
吉妻

さ
ん
欠
落
に
つ
き

文
化
7、

4

百
姓
源
蔵方

元
吉他

2
名

御役

所

状

1

3
-

27

以書

付奉

申上

候

久
三
郎大

酒
な
ど
仕
る
に
つ
き

文
化
8、

9

当
所
(
五
日
市
村)

北
横
町
藤
八
他
4名

当所

御役

元

状

1

3
-

8
-

12

覚

御年

貢金

上
納
の
た
め
出
府

文
化
8

上
宿
久
蔵

名主

勘兵

衛

状

1

一

紙
に
2
つ
の
覚併

記

3
.

8
-
22

覚

見
回り

銭と

し
て、

止
宿昼

食共

文
化
8

伊
奈
助
右
衛
門
手
代
福
田
善
左
衛
門

五
日
市村

名主

中

3
・

29

以沓

付
申
上
候

武
八、

安兵

衛持

山
木品

伐荒

ら
し
につき

文
化
8
、

9

当
村
(
五
日
市
村)

入
野
右
武
八
組
合彦兵衛他4名

御
役
元

状

1

3
・

30

一

札
之
事

御差

日御

召出

遅延

に
つ
き詫

文

化
8
、

11
、

3

久
三
郎他

3
名

名
主
勘
兵
衛
他
1名

状

1

3
-

31

差
出
申
一

札
之
事

屋敷

境争

論

文化

8
、

5

当
所(
五
日
市村

)
中
宿百

姓
利助

後
家いち他8名

当
御
役
人
中

状

1

3
-

32

差
出
申
一

札
之
事

久
三
郎
帰
住
仕
り
た
き旨

文化

8
、

11
、

5

五
日
市村

百姓

久
三
郎他

3
名

伊
奈助

右
衛
門
御
役
所

状

1

3
-

33

差
出
申
一

札
之
事

田
方
米
代
納
井
秋冬

両
度
不
納分

日
限延長

文化

8
、

12

五
日
市村

年寄

吉左

衛門

名主

勘
平

状

1

3
-

43

乍
恐
以
沓
付
奉願

上
候

御
奉
公
に
差
上
げ
た
文
治
へ
夫金

下
さ

文

化
8
、

9
、

11

乙
津村

年番

名主

源兵

衛
ほ
か

状

1

後欠

る
よ
う

3
-

35

乍
恐以

書
付奉

願
上
候

百
姓
安
右
衛
門
病
死
い
た
し、

跡
式
相続につき

文

化

8、

9、

25

五
日市

村願

人初

五
郎他

3名

伊奈

助
右
衛門

御
役所

状

1

3
-

36

乍恐

以
轡付

奉申

上
候

牛沼

村
一

件
に
つ
き
召
出、

病
気
に
つき出府相成り申さず

文

化

8、

7、

26

五
日
市村

百
姓重

右
衛
門
組
合
孫
兵衛

寺社

御奉

行所

状

1

802



3
-

37

乍恐

以
書
付奉

願
上
候

伜八

五
郎立

帰り

申さ

ず、

欠
落
帳
付け願

文

化

8、

11、

3

五
日
市村

願
佐右

衛
門他

3名

伊奈

助右

衛門

御役

所

状

1

下書

3
-

38

乍恐

以
書付

を

奉甲

上
候

打ち

留め

猪鹿

員数

文
化
8、

11

名
主
源
兵衛

他
-
名

御屋

鋪大

目付

衆

状

1

3
-

39

差
上
申一

札之

事

藍
代残

金
滞一

件

文
化
8、

11

江
戸
本
材
木
町
四
丁
目
藍
屋
弥
兵衛

煩につき代嘉兵衛

五
日市

御役

元

状

1

3
-

40

炭運

上
皆済

、

小
手形

引
当

文
化
9、

12

伊(奈

)
助
右
衛
門

右村

(
五
日市

村)

名主

、

年寄

状

1

前欠

3
-

41

乍恐

以
書
付奉

願
上
候

水車

年季

明け

、

ま
た
前
年
の
通
宥免下されたく

文

化

9、

9、

勘
兵
衛
他
2
名

御役

所

状

1

3
-

42

乍恐

以
書
付毒

願上

候

当村

先納

金
仰
付

文
化
9、

正

状

1

3
-

43

引取

一

札之

事

亀五

郎母

子身

分引

取

文
化
9、

2

冨
岡
村
藤
五
郎
他
1
名

五
日市

村升

次郎

組合

衆中

状

1

3
-

44

乍恐

以
書付

奉願

上
候

岸本

武八

様・

川
崎平

右衛

門
様御

上納金、差引勘定下さるよう

文
化
10、

4

乙
津
村
源
兵
衛
他
2
名

郡方

御役

所

状

1

3
-

45

頼一

札之

事

代官

伊

奈、

そ
の
ま
ま

支配

下
さ
る
よ、つ

文
化
10、

4

槍
原
村
他
8
ヶ
村
名
主
年
寄
百
姓
代

五
日市

村名

主勘

兵衛

状

1

3
・

46

差
出申

議定

証文

之
事

潰屋

敷再

建
に
差
紛れ

候
一

件

文
化
11、

12

槍
原
組
沢
又
組
訴
訟
人
佐
次
右
術
門
他3名

勘平

状

1

3
,

74

取極

申隠

居株

分書

付之

事

隠
居
に
付、

財
産
配
分
の
書き

上
げ

文
化
11、

11

入
野
村
名
主
太
左
衛
門
他
2
名

御
世話

入中

状

1

3
・

48

入
遣申

一

札之

事

潰屋

敷相

続井

縁談

故
障
に
つ
き
詫

文
化
11、

12

沢
又
組
百
姓
佐
次
右
衛
門
他
2名

沢
又組

御役

入衆

申

状

1

3
-

49

乍恐

以
書付

御訴

訟
奉申

上
候

米穀

売払

代金

滞り

に
つ
き

文
化
11、

12

訴
訟
人
五
日
市
村
忠
蔵
代
親
留
八

小
野
田
三
郎右

衛
門様

御役

所

状

1

3
-

50

御届

ケ
書之

事

糀、

穀代

残金

滞
に
つ
き、

取
調書

願

文
化
11、

6

川
越
鍛
冶
町
喜
平
次

五
日市

御役

元

状

1

3
-

51

差
上
申一

札之

事

茂吉

身持

宜
し
か
ら
ず、

詫び

申し

入れ

文
化
12、

10

当
所
茂
吉
他
7
名

当御

役宅

状

1

3
,

25

以
轡付

御願

申上

候

初次

郎、

博突

の
風開

あ
る
に
つ
き
捨免願

文
化
12、

2

多
摩
郡
小
和
田
村
当
人
初
次
郎
他
5
名

御取

締役

土屋

勘平

他
1
名

状

1

3
-

35

乍恐

以
轡付

ヲ
御訴

訟奉

申上候

戸倉

村孫

左衛

門等

、

流
地
の
山
不渡出入

文
化
12、

9

五
日
市
村
訴
訟
人
安
兵
衛
代
弥
太
郎

田安

様御

勘定

所

状

1

3
,

45

差
出申

一

札之

事

安
三
郎、

博突

の
風開

あ
る
に
つ
き
捨免願

文

化

12 、

2、

27

当
所
(
五
日
市
村)

下
宿
百
姓
当
人
安三郎他2名

当所

御役

元

状

1

902



3
-

55

差
出
申一

札之

事

五
郎太

へ

店借

し
遣
し
た
疑
い
に
つ
き

文
化
12、

2

五
日
市村

権
田
百
姓
長左

衛
門
他
1

名

当所

御役

元

状

1

3
-

56

差
出申

預一

札之

事

伊
之
助
博突

に
加
わ
り、

召
し
捕
ら
えにつき

文

化

12 、

8、

22

当
所
(
五
日
市村

)

南横

町
百
姓
万右衛門組合百姓儀兵衛他2名

当御

役元

状

1

3
-

57

差出

申一

札之

事

博変

の
者村

預
に
つ
き

文

化

12 、

2、

26

当
所
代
伊
兵
衛
親
類
忠
七
他
10
名

当御

役元

状

1

3
-

58

書付

を
以
御願

申
上
候

幸助

分畑

地譲

渡
に
つ
き
奥印

願

文
化
12
、

10

五
日
市
村
入
野
組
百
姓
幸
助
組
合
惣
代組頭年寄

御役

元

状

1

3
-

95

差
出申

一

札之

事

博突

の
者手

前
に
て
預り

に
つ
き

文

化

12
、

2
、

25

当
所(
五
日
市
村)
右
組
合
寅
吉
他
4
名

当
所御

役
元

状

1

3
-

06

以
沓付

御
願申

上
候

博変

の
者有

無問

い
合
わ
せ
に
つ
き

文化

12
、

2

多
摩
郡
檜
原
村
中
里
組
百
姓
清
右
衛
門弟熊治郎他4名

御
取締

役
勘平

他
1名

状

1

3
-

61

引
取手

形
証
文
之
事

彦
七聾

養子

貰受

け
に
つ
き

文化

13
、

11

大
久
保
加
賀守

領
分横

沢
村名

主
孫左衛門

五
日市

村
名主

衆
中

状

1

3
-

62

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

貸金

出
入内

済
に
つ
き
訴
訟
下げ

願

文化

13
、

閏
8
、

28

五
日
市村

訴訟

人
百姓

安兵

衛
他
4
名

小
野
田
三
郎
右
衛
門様

御
役所

状

1

3
-

63

差
上
申
済
口
証
文
之
事

百姓

伴
蔵
と
の
借金

出
入
に
つ
き

文化

13
、

9

檜原

村中

里
組
本山

修験

正
覚院

他
-名

小
野
田
三
郎
右
衛
門
様
御
役
所

状

1

3
・

64

差
上
申
済
口
証
文
之
事

貸金

出
入内

済
に
つ
き

文化

13
、

9

五
日市

村訴

訟人

百姓

安兵

衛煩

い
につき代、他5名

小野

田
三
郎
右
衛
門
役
所

状

1

3
,

56

差
出
申引

取
一

札
之
事

義
母
不
将
に
つ
き
引
取

文化

13
、

11

大神

村引

取人

重左

衛
門他

2
名

五
日
市勘

平

状

1

3
・

66

差
出
申一

札
之
事

所
持
山
売
却
願

文
化
13、

6

山主

荒之

助他

1名

御村

役人

衆
中

状

1

3
-

67

差
出
申一

札
之
事

番
人
差
上
げ
に
つ
き

文
化
13、

12

雨間

村新

兵衛

御名

主

状

1

3
-

68

口
上
轡以

御願

申上

候

儀
兵
衛庭

に
て
わ
ら
売
買
許
可
願

文
化
13、

2

五
日市

市場

佐
兵衛

名主

勘平

他

状

1

3
-

69

差出

申一

札之

事

地
面
安兵

衛
へ
相
渡
す
に
つ
き

文
化
13、

9

上宿

地
面渡

主
寅
之
助
他
2名

御役

元

状

1

3
,

07

一

札之

事

切
畑
山
証
文
取替

に
つ
き

文

化

13 、

9、

20

檜
原
村
伴
蔵

正覚

院

状

1

3
-

71
-

1

差出

申水

夫人

足之

事

人
足
4
人

文
化
13、

5

上
野
岩
太
郎

五
日市

村名

主

状

1

一

点
に貼

付

3
-

71
-

2

差出

申水

夫人

足之

事

人
足
4
人

文
化
13、

5

鈴
木
新
兵
衛

五
日市

村名

主

状

1

3
-

72

請取

申水

夫
人
足之

事

人
足
10
人

文
化
13、

5

小
林
段
蔵
他
4
名

五
日市

村名

主
中

状

1

3
-

73

以書

付御

届
ケ申

上
候

醤油

代金

滞
に
つ
き出

訴届

文
化
14、

9

川
越
本
町
茂
右
衛
門
煩
代
宇
兵
衛

五
日市

御役

元

状

1

3
-

74

乍
恐
以
誉付

御訴

訟奉

申
上
候

米穀

売払

代金

滞り

に
つ
き

文
化
14
、

9

田安

領入

間郡

扇
町
屋村

百
姓
藤
右衛

門

御奉

行所

状

1

評定

所奥

轡
あり

3
-

75

以晋

付
申
上
候

身持

不行

跡
八
兵衛

、

詫び

る
に
つ
き吟味下げ願

文
化
14
、

12

願
人
茂
兵
衛
他
6
名

御役

元

状

1

102
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包紙

1

4
-
1

乍恐

以
書付

奉願

上
候

仁兵

衛千

菜青

物
の
問屋

商
売
に
つ
き

文

政

2、

6、

27

五
日
市
村
名
主
勘
平
他
1

名

小野

田
三
郎右

衛門

様御

役所

状

1

4
,
2

下知

沓

御小

姓組

番入

に
つ
き夫

人
給上

納
命令

文
政
12、

4

中
山
大
助
内
小
山
田
仲
右
衛
門
他
1名

五
日市

村名

主
組頭

百姓

代

状

1

4
-
3

差上

申一

札之

事

博突

取締

、

御各

め
村預

け
に
つ
き

文
政
12、

2

五
日
市
村
名
主
勘
平
他
3

村
村
役
人

小野

田
三
郎右

衛門

様御

手代

河野

惣助

状

1

下書

㏄写

4
-

4

乍恐

以
書付

御届

奉申

上
候

御差

紙頂

戴
に
つ
き

文

政

12、

2、

10

五
日
市
村
勘
平

御地

頭様

御役

所

状

1

4
-
5

乍恐

以
書付

奉願

上
候

閲東

取締

出
役お

越
し
に
つ
き、

帰
村願

文
政
12、

閏
3、

26

中
山
大
助
知
行
所
五
日
市
村名

主
勘平

御奉

行所

状

1

4
-
6

差
上
申済

口
証
文
之
事

店明

渡
さ
ず、

家
業差

支に

よ
る
出
入

文
政
11、

5

五
日市

村
玉林

寺
地
借
訴
訟
人
弥
十郎ほか

江川

太郎

左衛

門様

御役

所

状

1

4
,
7

差
出
串規

定証

文
之
事

留五

郎身

分
不相

応
の
家
作
致
す
に
つき

文

政

11、

8、

27

小
中
野
村
名主

訴
訟方

吉
右衛

門
ほ
か

隣村

御扱

人衆

状

1

4
,

8

下
知
晋

夫
人
金
納
入
命
令

文
政
11、

6

中
山大

助内

小
山
田仲

右
衛
門他

1
名

五
日市

村名

主
年寄

百
姓
代

状

1

付箋

あり

4
,
9

差
上
申
一

札之

事

徳
次
郎
盗
み
に
つ
い
て
仰
せ
渡
さ
れ
につき謂轡

文

政
11
、

9、

22

五
日市

村
百姓

七左

衛
門伜

徳
次
郎

状

1

4
-

01

以
書
付
奉願

上
候

店
借
利
右
衛
門
立
ち
の
か
ざ
る
に
つ
き

文政

11
、

4、

16

玉
林寺

店
借弥

十
郎組

合彦

七

当村

(五

日
市村
)

御用

所

状

1

4
・

11

乍
恐
以
沓
付御

訴
訟
奉
申
上
候

い
ち
跡
式
に
つ
き

文政

11
、

8、

22

五
日市

村
百姓

次左

術
門煩

に
つ
き代伜訴訟人直次郎

御奉

行所

状

1

奥書

あり

4
,

21

乍
恐
以
沓
付
御
訴
訟
奉
申
上
候

店
明
渡
難
渋
出
入

文政

11
、

4

五
日市

村
玉林

寺
地借

弥重

郎

江川

太
郎左

衛
門
様御

役所

状

1

奥轡

あり

4
-

13

差
上
申
一

札
之
事

出
火
類
焼
に
つ
き

文政

11
、

2
、

18

五
日市

村番

場玉

林寺

店忠

七

当御

用
所

状

1

4
-

14

乍
恐
以
添
管
奉
願
上
候

直
次
郎
願
上
げ
へ
の
添
簡

文政

11
、

9
、

21

五
日市

村名

主勘

平

御地

頭所

様御

役
人
中

状

1

4
・

11
へ

の

添簡

下

書

4
-

15

差
出
申
一

札
之
事

佐
兵
衛
方
へ
盗
賊
謀
入
に
つ
き

文政

11
、

7

当村

北寒

寺組

百姓

佐兵

衛他

8
名

当御

用
所

状

1

4
-

16

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

庄
太
夫
吟
昧
中
の
差
添
え、

交替

に
つき

天保

10
、

8

五
日市

村庄

太夫

組合

百姓

甚
八
他
2名

御地

頭
様御

役
人
中

状

1

4
-

17

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

村
預
け
庄
太
夫
召
し
連
れ
に
つ
き

天保

12
、

正

五
日市

村神

職庄

太夫

元
組合

惣代

勘兵衛他1名

御地

頭
所
様御

役
人
中

状

1

4
,

81

差
上
申
済
口
証
文
之事

質
地請

戻
出
入

文政

12
、

5

中山

大助

知行

所武

州多

摩郡

五
日
市村百姓訴訟入次左衛門他

御奉

行
所

状

1

112



4
-

19

一

札之

事

伊与

吉出

生
身元

御
糺し

に
つ

き

文
政
10、

10

戸
倉
村
名
主
兼
組
頭
六
郎
左
衛
門

五
目市

村御

役
人衆

中

状

1

4
-

20

以書

付
御
届申

上候

(
マ

マ
}

灯燈

など

破損

、

塗
り直

し
に
つ
き

文
化
10

五
日
市
村
上
宿
勘
右
衛
門
他
12
名

当村

御
役
元

状

1

4
-

21
-

1

覚

人足

差出

命令

槍
原
村
御
用
先
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代柏木林之助

槍
原
村
他
1ー
ケ
村名

主年

寄
中

状

1

別
々
の
文
沓
が
一

紙
に
写

4
-

21
-

2

差
上申

一

札
之事

博変

処罰

請書

文

政

10
、

8
、

2

五
日
市
村百

姓
太
郎
兵
衛他

4
名

江
川
太
郎左

衛
門様

御役

所

4
-

22

覚

鼻紙

入等

請取

に
つ
き

文

政

10、

8
、

2

五
日
市
村
百
姓
吉兵

衛、

組
合
長
右
衛門

当村

御
用所

状

1

4
-

23

以書

付御

願申

上候

寄場

村
に
つ
き、

御用

宿
に
仰せ

付けられたく

文
政
10、

9

伊
八
他
2
名

御
用所

状

1

4
-

42

乍
恐
以晋

付奉

申
上候

太郎

兵衛

家内

に
有
っ
た
鼻紙

入れ

にっいての詮議

文

政

10
、

7
、

22

五
日
市
村
名
主
勘
平
他
2

名

江
川
太
郎左

衛
門様

御手

代柏

木林

之助

状

1

4
・

25

乍
恐
以書

付奉

願
上候

身持

不将

の
牧太

郎、

吟味

下げ

願

文
政
10
、

7

上
川
口
村
百
姓
半
六
伜
牧
太
郎
緯
合
庄左衛門他2名

江
川
代
官所

手
代柏

木
林之

助

状

1

4
・

26

乍
恐
以
書付

奉
願
上候

金次

郎身

持改

め
る
に
つ
き、

吟味

下げ願

文

政

10
、

6
、

21

状

1

後
欠

4
・

27

乍
恐
以
書付

ヲ
奉願

上
候

財布

等太

郎兵

衛所

持
の
件、

吟味

下げ願

文

政

10
、

7
、

21

勘
平
他
2

名

江
川
手
代柏

木
林之

助

状

1

4
,

82

乍
恐
以替

付奉

申
上
候

拾得

物放

置
に
つ
き

文

政

10
、

6
、

27

五
日
市
村
太
郎
兵
衛
親
市兵

衛
他
1

名

江
川
手
代
望
月
鵠助

状

1

4
-

92

対
談一

札
之事

嘉
七方

へ

醤油

代金

滞
に
つ
き、

居宅渡すべき旨

文
政
9
、

11

八
王
子
横
山
宿
丸
二
七
兵
衛
代
甚十

郎

五
日
市
村御

役
元

状

1

4
-

03

乍
恐
以
書
付奉

願
上
候

市兵

衛、

三
郎兵

衛等

打榔

に
つ
き

文
政
2
、

9

五
日
市
村
長
右
衛門

他
8
名

小
野
田
三郎

右
衛
門役

所

状

1

4
-

31

差出

申一

札
之事

平蔵

等博

爽等

仕ら

ざ
る
に
つ
き

文
政
8
、

5

上
宿
庄
左
衛
門
店平

蔵
他
1
名

当村

(
五
日市

村)
御役

所

状

1

4
-

23

差
出
申一

札
之事

安
五
郎畑

、

流地

に
相成

る
に
つ
き

文
政
7
、

6

上
宿
十
兵
衛
他
1
名

当
所
御
役所

状

1

4
-

33

差
上申

一

札
之事

音次

郎身

持
不将

に
つ
き

文
政
7
、

9

五
日
市
村
音
次
郎
他
6

名

御役

元

状

1

4
-

34

差
上
申一

札
之
事

水
車
人
川筋

利
用
の
儀
に
つ
き取

極

文政

5
、

6
、

晦

館谷

村
水車

人
権左

衛門

他
4

名

五
日
市
村
他
2

村
口
口
口
人
中

状

1

4
-

5
-

13

差
出申

水夫

人
足之

事

文
政
5
、

4

戸
田
五
介
組
鷹
匠鈴

木
新兵

衛

五
日
市
村名

主

状

1

4
-

5
`

23

差
出
申
水
夫
人
足
之事

文
政
5
、

4

戸田

五
介組

鷹匠

上
野
岩太

郎

五
日
市
村
名
主

状

1

4
-

35
-

1

に

貼

継

122

鴨

9



4
-

36
-

1

水夫

人足

之事

4

人

文
政
5
、

4

戸
田
五
介
組
横
山
藤
九
郎
他
2名

五
日市

村名

主

状

1

4
-

36
-

2

水夫

人足

之事

4

人

文
政
5、

4

戸
田
五
介
組
安
藤
入
兵衛

他
2名

五
日市

村名

主

状

1

4
-

36
-

1

に貼

継

4
-

37

差出

申一

札之

事

今後

は
芝居

、

角力

等仕

る
ま
じ
き
旨

文
政
5、

8

当
所
上
宿
久
蔵
他
98
名

当御

用所

状

1

4
-

38

差出

申済

ロ
証文

之事

安兵

衛よ

り寅

之
助
へ

相懸

る
貸金

出入

文

政

3、

12 、

14

五
日
市
村
嘉
兵
衛
他
3名

小
野
田
三
郎右

衛
門御

役所

状

1

4
-

39

差上

申一

札之

事

貸金

出
入
に
つ
き地

所一

旦
訴訟

方
へ取置の旨

文

政

3、

5、

7

五
日
市
村
安
兵
衛
代
嘉
兵
衛
他
2名

小
野
田
三
郎右

衛
門御

役所

状

1

4
-

40

差
上
申一

札之

事

安兵

衛方

へ
代
金
渡す

べ
き
旨
承知

につき

文

政

3、

5、

7

五
日
市
村
寅
之
助
他
1名

小
野
田
三
郎右

衛
門御

役所

状

1

4
-

41

差
上
申一

札之

事

貸金

出
入
に
つ
き
金
子
返
す
べ
き
旨
承知につき

文

政

3、

6、

9

五
日
市
村
寅
之助

他
1名

小
野
田
三
郎右

衛
門御

役所

状

1

4
・

42

以
書付

御願

申上

候

善助

召
使等

打
螂
致
さ
れ
る
に
つ
き

文

政

3、

8、

1

善
助
他
3名

御役

宅

状

1

4
・

43

差
上
申一

札之

事

貸金

出
入
に
つ
き
金
子
返
す
べ
き
旨
承知につき

文

政

3、

5、

7

五
日
市村

百
姓寅

之
助他

1名

小
野
田
三
郎右

術門

御役

所

状

1

4
・

44

乍恐

以
書
付奉

申上

候

魚
売
伊
之
助
帰
宅
価ら

ず

文

政

3、

6、

4

五
日
市村

竹
次郎

他
1名

関東

御取

締出

役小

沢紋

五
郎

状

1

4
-

45

寅之

助
へ
の
金
銭
返
付
願
等

文
政
2、

6

五
日
市村

百
姓訴

訟
人嘉

兵
術

小野

田三

郎右

衛門

御役

所

状

1

前欠

4
-

46

差
上
申一

札
之
事

欠
落
の
万
蔵、

尋仰

せ
付
け
ら
れ
る
につき謂書

文

政

3、

6、

23

五
日
市村

百姓

万
蔵他

15名

御奉

行所

状

1

4
-

47

乍
恐以

書
付奉

願
上
候

勝
五
郎
欠
落
帳
附
願

文

政

3、

6、

10

五
日
市村

儀兵

衛他

1名

小野

田三

郎右

衛門

御役

所

状

1

4
-

48

乍
恐
以
沓
付御

訴
奉申

上
候

伊
之
助
家
出
一

件
に
つ
き

文

政

3、

6、

11

五
日
市村

儀兵

衛他

1名

御奉

行所

状

1

4
-

49

乍
恐
以
脅
付
奉願

上
候

竹
次
郎
打
郷
の
始
末
書
上

文

政

3、

8、

3

五
日
市村

名主

勘
平

小野

田三

郎右

衛門

御役

所

状

1

4
-

50

差
上
申一

札
之
事

弥
兵
衛
よ
り
金
銭
出
入、

内
済
仰
せ
渡されにつき

文

政

2、

6、

12

北横

町初

五
郎他

1名

当御

用所

状

1

4
-

51

入
置
申一

札
之
事

佐
兵
衛、

要
右
衛
門
内
室
と
不
将
に
つき

文
政
2、

3

相
州
田代

村佐

五兵

衛他

2
名

五
日
市村

要右

衛門

状

1

4
-

52

差
出
申預

り
一

札
之
事

竹
次
郎
を
打
郷
致
し
た
者
預
り
に
つ
き

文
政
3、

8、

朔

五
日
市村

君助

他
7
名

名主

勘平

状

1

4
-

35

差
上
申一

札
之
事

寅
之
助
等
金
銭
出
入
に
つ
き、

過
料
銭払、請書

文
政
2、

閾
4、

13

五
日
市村

留次

郎他

6
名

小野

田三

郎右

衛門

御役

所

状

1

132



4
-

544-554̀6
-

15

差
上申

引取

一

札之

事乍恐以書付奉申上候乍恐以轡付奉願上候

市兵

衛、

打郷

致
す
に
つ
き
引
取
の
旨吟味中伊之助安次郎病気回復届吟味中伊之助安次郎病気につき猶予願

文

政

2
、

8、

16文政2、4、23文政2、4、21

五
日
市
村
磯
右
衛
門
他
2
名五日市村名主代年寄吉左

衛
門伊之助組合儀兵衛他2名

小
野
田
三
郎右

衛
門御

役所小野田三郎右衛門御役所

状状状

111

後
欠

4
-

6
-

254-574̀85

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候差上申御請証文之事乍恐以書付奉願上候

吟味

中伊

之助

安次

郎病

気回

復届安兵衛等差紙請証文戸倉村与市方押入一件につき検

使願

文政

2
、

6文政2、8

名
主
代
年
寄吉

左
衛門嘉兵衛他5名五日市村市兵衛親類

磯右

衛門

他
2名

当
村
御
役
人
中大場儀右衛門

状状状

111

56
-

1
に
貼
継

4
-

954-06

差
出
申
御
請
証
文
之
事差出申御請轡之事

川
越
文
蔵
へ
の
米
代
残
金
支払

の
旨枯木萱、火の元用心のため片づ

けるべき旨

文政

元、

8
、

19文政元、11

下宿

政
次郎

他
1
名下宿安兵衛他1名

当所

御役

元当所御役元

状状

11

4
・

614・62

御尋

二
付
口
上
書を

以
申上

候差出申一札之事

寅之

助
地
所
家
作
撤
去
に
つ
き寅之助地所家作撤去一件、

出
訴
費割合につき

文
政
元、

11、

18文政元、11、18

安兵

衛代

富次

郎
他
1名五日市村安兵衛他3名

当所

御役

元当所御役所

状状

11

4
・

63

御尋

二
付銘

々
左
二
申
上
候

寅之

助居

宅
取り

潰し

の
際、

梨・

桑木の伐荒らしあるにつき

文
政
元、

11、

19

右
村(
五
日
市
村)
孫
左
衛
門
他
1
名

状

1

4
・

64

乍
恐
以
書付

を
奉
願
上
候

質物

引当

に
絡
み、

理不

尽取

り片

付け一件

文
政
元
、

11

訴
訟
人
虎
之
助
組
合
中

御役

所

状

1

4
・

65

乍
恐
以
書
附
を
奉
願
上
候

質物

出入

内済

後、

地所

等引

き渡

しについて

文政

元
、

11

訴訟

人
安兵

衛
煩
に
つ
き
代
富
治
郎

小
野
田
三郎

右
衛
門様

御役

所

状

1

奥
番
あ
り

5
-
0

〔
包
装
紙
、

括
り
紐
〕

包
装
紙、括り紐

-■
一

●

-

5
-

1

議定

一

札之

事

名
主
役
一

件
に
つ
き、

役
人
中
一

同
違変なき旨連印

天保

14、

7

組頭

所平

他
7

名

状

1

5
-
2

差上

申一

札之

事

先
非を

後
悔
し、

以
後
慎
む
に
つ
き
一札

天

保

13 、

4、

23

神職

庄太

夫

五
日市

村
御
役人

衆
中

状

1

5
-
3
-

1

御請

書之

事

敬三

郎様

御出

産
金
外
上
納に

つ
き請書連印

天
保
13、

2、

朔

御
知
行所

(中

山
大助

)
上
州新

田
郡
下浜田村組頭吉蔵他9か村(9名)

御地

頭所

様御

役人

衆中

状

1

付箋

あ
り

142



5
-
3
-
2

5
-

45
-
5

5
-
6

覚下
知
書差上申一

札
之
事差上申一札之事

上
納
金
知
行
所
村
々
割金拾両先納仰せ付け

に
つ
き以後禁酒の誓約熟酔の一件につき、以後寄

場村

々等へ立ち入らざるよう

寅

(天

保
13
)

3
、

25天保12、7天保12、3、4天保12、10、11

中山

大助

内石

塚一

八
郎当人平五郎他4名天野仙次他1名

五
日
市村

名
主
勘
平当村御役人衆中五日市村両給御役

元

状状状状

1111

引
取
人
大
内
甚
内
他
2
名の奥印あり

5
-

75
-
8

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候差上申一札之事

庄
太
夫
御
調
べ
中
紛
失
に
つ
き喜三郎祭礼にて口論、以後

慎ま

せるので一札

天保

11
、

5
、

10天保11、6

五
日市

村名

主
勘平

他
1

名館谷村喜三郎親久次郎当人

啓助

組合兼名主

御
地
頭所

様
御
役
人
衆
中引田村源蔵

状状

11

付
箋
、

奥

轡あ

り
、

下
書

5
-
95-01

今
般
御取

締
御
出
役
様
御
口
逮差上申御請証文之事

無
宿
取
締
他
遵
守
に
つ
き
連
印正太夫旧離帳外申しつけに

つ
き請印

天保

11
、

8天保11、7
、

2

何村

小前

一

同連

印五日市村南横町神職

美濃

太夫

他
9名

御名

主
中当村御役

人
中

状状

11

付
箋
あ
り、

雛
形

5
-

11

済
口
証文

之
事

福
昌
寺
留
守居

智
海
傷
害
一

件
に
つ
き

天保

亥
(
10)

年
5
、

4

南小

曽木

村福

昌寺

留守

居智

海法

類惣代河辺村本円寺他15名

五
日
市村

勘
平他

1
名

状

1

5
-

21

流
地
二
相
渡
申切

畑
山
証
文
之事

代
金
百
両

天保

10、

4

五
日市

村北

かじ

渡主

三
次郎

他
4
名

下
川
口
村五

郎右

衛
門

状

1

奥印

あ
り

5
,

31

差
上
申一

札之

事

博
突
の
疑
い
を
か
け
ら
れ、

以後

慎
むにつき

天保

10、

7

当村

小庄

組百

姓甚

右衛

門他

2
名

当御

役元

状

1

5
.

41

乍
恐書

付
ヲ
以
奉申

上
候

酒
売
掛
の
件
で
呼
び
出
し
に
つ
き、

返答書

天保

10 、

7、

23

五
日
市村

勘次

借地

善
五
郎他

廿
囚
入代兼百姓長右衛門他2名

御地

頭所

様御

役
人
中

状

ユ

5
-

15

乍恐

以
書
付奉

願
上
候

御
吟味

中
の
庄
太
夫、
一

旦
帰
村
仰
せ付けられたく

天保

10 、

9、

1

状

1

5
-

16

以
書付

御
願
申上

候

売
掛け

滞一

件
に
つ
き、

姓
名
書
提
出差し延し願

天保

10、

2

五
日
市村

長右

衛
門他

19名

村御

役人

衆中

状

1

5
-

17

以
書付

御
願
申上

候

粟
島大

明
神社

頭
大
破
に
つ
き
相
対
勧化願

文
政
10、

9

当村

南横

町
庄太

夫他

1名

勘平

状

1

5
-

185-19

覚以書

付御

届申

上
候

五
日
市
村
所平

一

代上

下
御
免
に
つ
き借金滞の件出訴のため姓名書取調べ願

天

保

15 、

11天保10、4 、

20

地
頭
所内

末
次右

介他

1名武州榛沢郡千斗村忠蔵代

惣
七他

1名

所平五
日市

村御

役元

状状

11

152



7

5
-

02

乍恐

以
書付

奉
願
上
候

庄
太
夫
一

件
に
つ
き
私
儀
は
帰
村
仰
せ

天保

10 、

8
、

26

五
日市

村名

主
勘
平

御地

頭所

様御

役人

中

状

1

付
け
ら
れ
た
く

5
-

21

乍恐

以
沓付

御
訴訟

奉申

上
候

田
村
八
太
夫
配
下
神
事
舞
太
夫
に
て、

天

保

10 、

9、

5

五
日市

村神

職
正
太夫

他
1名

御地

頭所

様御

役人

中

状

1

付箋

に
よ
る
訂正

多し

御嶽

山
社
役
正
太
夫
か
ら
百
姓
安
兵
衛

に
掛
か
る、

貸地

不
実
出
入
訴
状

5
-

22

一

札之

事

売掛

出
入
の
差
日
御
尊判

受
取り

に
つ

天

保

9、

8、

23

相
州津

久
井
県
吉
野宿

当
人
百
姓
代次

佐野

門村

清兵

衛殿

代甚

太
郎

状

1

他文

晋混

入
か

き

郎
兵衛

他
3名

5
-

23

差出

申一

札之

事

酒造

再御

改
に
つ
き、

寄場

役人

へ
迷

天
保
9、

12

多
廃
郡
瀬
戸
岡
村
酒
蔵
人
小
兵
衛
他
1

寄場

惣代

役人

中

状

1

惑を

かけ

な
い
旨

名

5
-

42

差出

申一

札之

事

無宿

人
の
母親

の
差
し
置き

を答

め
ら

天

保

9
、

4
、

2

当
所
南
横
町
伊
兵
衛
店
勇
助
他
2
名

当御

役
元

状

1

れ、

以後

慎
む
に
つ

き

5
-

25

差
上
申
一

札
之事

無宿

鉄
五郎

、

御出

役中

非分

なき

に

天

保
9
、

10
、

3

五
日
市
村名

主
勘
平

火
附
盗
賊改

落
合長

門守

組
小
川
八
右

状

1

つ

き

衛
門
御
家
来
衆

5
・

26

乍
恐
以
轡
付
御
慈
悲
奉
願
上
候

御吟

味
中
の
鉄
五郎

引き

渡
し願

天

保
9
、

10
、

4

五
日
市村

鉄
五
郎引

請人

百
姓
孫左

衛

火
附
盗
賊
改
落
合
長
門
守
組
小
川
八
右

状

1

奥
書
あ
り

門他

2
名

衛
門

5
・

27

一

札
之
事

売
掛
出
入、

差
日
の
尊
判
拝
見
に
つ
き

天保

9
、

8
、

25

江川

太郎

左
衛門

御預

り所

甲州

都留

清
兵
衛殿

代
甚
太
郎

状

1

付
箋あ

り、

他
文
書
混
入

郡上

野原

村本

町組

当人

重
郎右

衛門

か

他
3
名

5
・

28

一

札之

事

売
掛
出
入、

差
日
の
尊
判
拝
見
に
つ
き

天保

9、

8
、

29

甲州

都留

郡江

川太

郎左

衛
門支

配所

清兵

衛代

兼
甚
太
郎

状

1

他文

轡
混入

か

大椚

村新

之丞

後家

き
よ
他
2
名

5
・

29

差
出申

一

札之

事

無
宿
安
五
郎
母、

村
内
に
借
家
に
関
し、

天

保

9、

4、

2

当村

(
五
日市

村)

下宿

百姓

佐太

郎

御役

元

状

1

以
後
村
内
に
不
正
の
者
は
置
か
な
い
旨

他
2名

5
-

03

一

札之

事

売掛

出
入、

差
日
の
尊
判
拝見

に
つ
き

天

保

8、

8、

24

江
川
太
郎左

衛
門御

代官

所
相
州津

久

状

1

他文

書混

入か

井
県
小
州村

当
人
五
郎右

衛
門
他
3名

5
-

31

一

札之

事

売掛

出
入、

差
日
の
尊判

拝見

に
つ
き

天

保

9、

8、

28

御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
当
分
御
預
り

清兵

衛殿

代甚

太
郎

状

1

他文

書混

入か

所
甲
州
都留

郡
鶴
川
村
当
人
善
兵
衛他

2
名

5
-

32

一

札之

事

売掛

出入

、

深谷

遠江

守
の
尊判

拝見

天

保

9
、

8、

28

御
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
当
分
御
預
り

清兵

衛殿

代甚

太郎

状

1

他文

轡
混入

か

に
つ

き

所
甲
州
都
留
郡
野
田
尻
村
当
人
利
兵
衛

他
4
名

5
-

33

一

札
之
事

売掛

出
入、

深谷

遠江

守
の
尊判

拝見

天
保
9
、

8

江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所
相
州
津
久

清
兵衛

殿代

甚太

郎

状

1

他
文
書
混入

か

に
つ

き

井
郡
沢
井
村
当
人
権
左
衛
門
他
7
名

'
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5
-

345-355-36

覚以書

付
奉
願
上
候以沓付願上候

酒
造
御
改
め
に
つ
き不調法御詫び、禁

酒
仕
り
た
く鍋釜代金滞りにつき

天保

9
、

12天保9、11
、

21天保9、11、21

五
日
市村

酒造

人
権左

衛門五日市村当人竹次郎他
1

名八王子八幡宿鋳物師忠助煩
に
つ
き召仕願人栄助

寄場

大
惣
代
御
役
人
中当御役元名主勘平

状状状

111

5
・

375-385-395-40

有合

二
相
渡
申
畑
証
文
之
事乍恐以書付奉申上候以書付御願奉申上候拝借証文之事

代
金
4
両上平井村

無
宿
一

件
書
物寅蔵勘当帳外願、下げ

願当申年凶作、村方小前極
貧
之
者
手当てとして

天保

8、

12天保8、7
、

29天保8、12天保7、12

入
野畑

主
伊兵

衛他

3
名引田村年寄源兵術他-名近江屋父弁蔵他2名五日市村百姓代権左衛

門他

2名

入野

三
次郎御奉行所御役元御地頭所様

御役

人
中

状状状状

1111

請書

書継

ぎ

5
-

1
-

14

乍恐

以
害付

奉申

上
候

神職

庄
太
夫・

安兵

衛出

入
の
扱
い
について

天
保
7、

3

御
知
行
所
武
州多

摩
郡
五
日市

村名

主代兼年寄藤七

御地

頭所

様御

役人

中

状

1

5
-

41
-

2

庄太

夫一

件願

書差

出
すよ

う

(
天
保
7
?)

3
、

23

小
山
田
仲
右
衛
門

五
日市

村年

寄藤

七

状

1

41
-

1
の

裏
に虫

損
で貼りついてあり

5
-

42

乍恐

以書

付御

届奉

申上

候

神職

正
太夫

五
日市

村人

別差

加願

天

保

7、

3
、

22

当
所
知
行
所
武
州
多
摩
郡
五
日
市
村
名主勘平外村役人惣代与頭藤七

御地

頭所

様御

役入

衆
中

状

1

5
-

43

差
上
申一

札
之事

神
職
正太

夫
人別

混乱

に
つ
き

天

保

6
、

6
、

19

先
江
川
太
郎
左
衛
門
元
御
代
官
所
武
州多摩郡五日市村名主安兵術他5名

御奉

行
所

状

1

金
地
院
役
僧
宗珍

の
奥齊あり

5
.

44

御
詫
申一

札
之事

梅
三
郎
よ
り
の
預
り金

、

遣
い
こ
み
につき

天

保
6
、

2

五
日
市
半左

衛
門
店亀

吉

立
入
入
勘
右
衛
門
殿他

5名

状

1

5
-

455-46

差
上
申一

札
之
事乍恐以沓付奉申

上
候

金盛

別家

立
て
願よね娘いね家出致

し、

行衛

知
れざるにつき

天保

6
、

10
、

29天保6、2、19

当町

(
五
日
市)

上
宿次

助
他
6

名五日市村百姓長左衛門後家よね
他4名

当
御
役
元御地頭所

様
御
役
人
中

状状

11

5
-

47

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

正
太
夫
一

件
御
吟
味
下
げ
願

天保

6
、

6
、

15

江川

太郎

左
衛門

御代

官所

武州

多摩郡五日市村訴訟人名主安兵衛他
4名

御
奉行

所

状

1

5
'

84

差
入
申議

定
一

札
之
事

上
平
井
村
名
主
弥
惣
右
衛
門
に疵

負
わせ一件につき

天保

5、

3
、

朔

上
平井

村名

主
弥惣

右衛

門他

18
名

状

1

下部

欠

5
-

94

引
取
一

札
之
事

弥
惣
右
衛
門
怪
我
一

件
内
済
に
つ
き

天保

5、

2
、

27

拝島

村右

弥惣

右衛

門親

類惣

代弥

兵衛他2名

五
日
市村

入
野村

御
村役

人
衆中

、

隣村御立入人衆中

状

1

172
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%

5
-

05

請取

一

札之

事

内
済金

二
〇
両
受
取

天

保

5、

2、

27

拝島

村右

弥
惣右

衛
門親

類
惣
代
弥兵衛他2名

五
日市

村御

村役

人
衆中

状

1

5
-

51

差上

申一

札之

事

弥惣

右衛

門手

負
一

件
に
つ
き、

代八村役人預

天
保
5、

2、

晦

五
日
市村

百
姓伊

兵
衛
組
合
惣
右
衛
門他3名

中山

大助

様内

小
山
田仲

右衛

門

状

1

5
-

52

乍恐

以書

付奉

願
上
候

戸倉

村入

会場

所
へ
新
株仕

立
て、

木伐り出しの件につき

天

保

5、

9、

25

多摩

郡
小
中
野村

小
和
田
村
留
原
村高尾村当代官所中山大助知行所同

郡五日市村右五ヶ村役人惣代右小中野村名主三郎兵衛他1名

江
川太

郎左

衛門

様御

役所

状

1

5
`

35

乍
恐
以書

付奉

願
上候

弥惣

右
衛門

手
負一

件議

定仕

る
に
つき

天
保
5
、

3、

朔

江
川
太
郎
左
衛
門
当
分
御
預
所
武
州多摩郡上平井村名主弥惣右衛門伜

政蔵他17名

状

1

下
部欠

5
-

45

乍
恐
以書

付御

訴奉

申上

候

重蔵

宅
よ
り出

火
に
つ
き

天

保

5
、

12 、

12

五
日
市
村
名
主
勘
平
他
2
名

御地

頭所

様御

役人

中

状

1

5
-

55

差
出申

一

札
之事

居宅

類焼

に
つ
き入

野村

徳蔵

寺地

所へ仮居住の旨

天
保
4
、

9

当
町
南
横
町
当
人
庄
太
夫
他
2
名

当村

御役

人中

状

1

5
・

56

差
出申

一

札之

事

名主

跡役

講印

不同

意
に
つ
き

天
保
14
、

8

五
日
市
村
百
姓
誰

状

1

案
文

5
.

75

差
出申

済
口
証文

之事

政蔵

新屋

敷土

蔵普

請滞

一

件

天
保
4
、

7

五
日
市
村
訴
訟
人
丈
助
他
7
名

当
所御

役
元

状

1

5
.

85

差
上申

御請

証文

之事

鉄紙

屑買

渡世

の
者鑑

札
に
つ
い
て

天
保
4
、

6

関東

御取

締出

役中

状

1

雛
型、

途中

欠落

力
?

5
-

59

乍
恐
以書

付奉

甲
上候

八
王
子千

人同

心憤

金
上
納猶

予願

天

保

4
、

2、

28

五
日
市
村
年
寄
勘
左
衛
門

江
川太

郎左

衛
門様

御役

所

状

1

5
-

06

乍
恐
以轡

付奉

申
上候

水車

運上

年季

更新

願

天

保

4
、

2
、

28

中
山
大
助
知
行
所
武
州
多
摩
郡
五
日
市村水車持主勘平煩に付代兼右村年寄勘左衛門他-名

江
川太

郎左

衛
門様

御役

所

状

1

5
-

61

御
届一

札
之事

馬代

金
滞一

件出

訴
に
つ
き

曙

天
保
4
、

6

荒
川
土
佐
守知

行
所武

州
足
立
郡
嶋
根村組頭藤助伜久米次郎

五
日市

村御

役
元

状

1

5
-

62

差
出申

一

札
之事

修験

永
元、

跡式

相続

に
つ
き

天
保
4
、

9

永
元
養
父
右
近
他
4
名

当
御役

元

状

1

5
-

63

為
取替

申一

札
之
事

御年

貢残

納
に
つ
い
て
の
出入

天
保
3
、

8

養
沢
村
奴
田
畑
組
願
人
政
次
郎
他
10
名

状

1

虫
損

5
-

64

覚

名主

給組

頭給

付与

の
旨

天
保
13
、

正

地
頭
所
内
末
次
右介

他
1
名

勘
平

状

1

5
-

65

覚

浪士

取計

い
引請

金受

取

天
保
3
、

3

取
極メ

立
花為

口、

田
村
蔵之

助、

武州入間郡塚越村引請小嶋望之進

五
日市

宿
御役

人
中

状

1

5
`

66

入
置
申
一

札
之
事

村方

へ
浪士

立
ち入

ら
ざ
るよ

う取

極

天

保

3
、

3
、

世
話
人
石
川
小
源
太
他
5

名、

取極

メ立花為八他1名、引請小嶋望之進

五
日市

宿
御役

人
中

状

1

5
-

67

差
上
申
一

札
之
事

地境

争論

天

保
2
、

11

竹次

郎
他
出
に
つ
き
代兼

庄
太
夫
他
8名

御
役
人
中

状

1

5
-

86

一

札
之
事

酒狂

一

件
に
つ
き詫

天保

2
、

6
、

14

熊
太
郎

当
御
役
元

状

1

182

亀

9



5
-

695,07

乍
恐
以
書付

を
御
願
奉
申
上
候乍恐以誉付奉申上候

無
宿
安
五
郎、

村
方
立
ち
廻
ら
ざ
る
よう成し下されたく地頭所上納金につき

天保

9
、

4
、

19天保3、12、27

江川

太
郎左

衛門

支配

所武

州
多摩

郡上平井村名主政蔵代与頭与惣右衛門他3名御知行所武州多摩郡五日市村年寄勘左衛門他1名

関東

御
取締

御
出
役
山
本
大
膳
様
御
手代小池三助御地頭所様御役人中

状状

11

5
-

71

差
出
申
一

札
之
事

口
論
の
上、

打
ち
掛
か
る
に
及
ぶ
に
ついての詫

文政

3、

11

組合

半
門

]

御役

元

状

1

下部

欠

6
-
0
6
-

1

〔包

紙、

括り

紐〕乍恐以書付奉願

上
候

「
武
州五

日
市村

文
書
二
二
口」

(

マ

マ
》

喜三

郎人

別
帳
入
の
件、

段
判
中
に
つき、猶予下されたく

明
治
2、

11

当
御
支
配
所武

州多

摩郡

乙
津村

組頭源吾他3名

民政

御役

所

包
紙、

括り紐状

-

●

11

6
-
2

差上

申法

臓時

代書

之
事

貫道

履歴

慶応

4、

10

西
光寺

貫
道

御本

山御

役寮

中

状

1

6
-

3

入置

申一

札之

事

倉之

助寄

場
へ

召出

し
に
つ
き、

他
行他出差留めの旨

慶
応
元、

11、

18

乙
津村

落
合
組倉

之
助
組
合
長右

衛
門他1名

年番

名主

重
郎次

殿
御役

人
中

状

1

6
-
46
-
56
-
6

6
-
7

6
-
8

6
-
9

請取

申上

納銀

之事請取申上納銀之事請取申上納銀之事請取申上納銀之事請取申上納銀之事差上申一札之事

戌年

城州

河州

摂州

大川

筋御

普請

入用銀請取戌年城州河州摂州大川筋御普請入用銀謂取戌年城州河州摂州大川筋御普請入用銀謂取戌年城州河州摂州大川筋御普請入用銀請取戌年城州河州摂州大川筋御普請入用銀請取御刀拝借につき

元
治
2、

正、

19元治2、正、19元治2、正、25元治2、正、25元治2、正、18元治元、12、14

中
井
正
次
右
衛
門中井正次右衛門中井正次右衛門中井正次右衛門中井正次右衛門御領分乙津村組

頭
十
郎
治

城州

紀伊

郡竹

田村

庄
屋
年寄

中城州乙訓郡長法寺村庄屋年寄中城州乙訓郡鴨川村庄屋年寄中城州葛野郡川端村庄屋年寄申城州乙訓郡久我村庄屋年寄中郡方御役所

状状状状状状

111111

他文

書混

入
か他文轡混入か他文省混入か他文害混入か他文沓混入か

6
-

10

乍
恐
以沓

付奉

願上

候

潰
れ源

兵衛

跡相

続仕

りた

き旨

万延

元
、

閏
3

御
領
分
武
州
多
摩
郡
乙
津
村
百
姓
代
久兵衛他2名

郡方

御役

所

状

1

6
-

116-12
-

1

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候乍恐以害付奉願上候

差紙

頂戴

、

請轡

へ
印形

拒否

に
つ
き岸本・川崎両御役所よりの借入御用金返納につき

万延

元
、

閏
3
、

16

御
領
分
武
州
多
摩
郡
乙
津
村
百
姓
長
次郎他1名

郡
方
御
役所

状状

11

後
欠
、

後
半
部
に
6
-

12-2が継合わせ

6
-

12
-

2

心
得
違
い
の
儀
に
つ
き、

急度

叱り

仰せ付けられるべき旨、請書

万延

元
、

閏
3

御領

分
武州

多摩

郡
乙
津村

百
姓
長
次郎他2名

郡
方
御
役
所

状

1

前
欠

192



6
-

136-14

差
出申

一

札之

事順席記録之事

商人

、

旅人

止
宿
に
つ
い
て
旅籠

仲間請書菩提寺明光庵再建につき寄付志次第に応じ順席定め

文
化
9
、

11安政6、4

(
乙
津村

)

軍道

村
旦
那
格
周
造
他
9名

状状

11

6
-

156-16

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候為取替申議定一札之事

熟酔

に
て
宅表

口戸

・

農具

破損

一

件吟味下げ願寅吉、平四郎より土地譲受けの上百姓株立てるにつき

安政

4
、

7
、

25安政3、5

中
山
主
馬知

行
所武

州
多摩

郡
五
日
市村組頭権左衛門借家鶴吉伜定吉他21名(乙津村)軍道上組当人寅吉他8名

関
東
御
取
締出

役
吉
田僖

平次

状状

11

虫
損後欠

力

6
-

176-186
-
19

往
来
一

札
之事差出申詫書

井
境
目
之事乍恐以書付奉申上候

幸吉

分杉桧伐
荒
し
に
つ
き印鑑変更につき

安政

2
、

5安政3、10嘉永6、7
、

11

米津

相
模守

領
分武

州
多摩

郡
乙
津
村禅宗鎌倉建長寺末明光庵、名主次左衛門(乙津村)軍道組詫主八左衛門他3名御領分武州多摩郡乙津村組頭重左衛門

国
々
村
々
御
名
主
役
人
中小中野村与七郡方御役所

状状状

111

写写

6
・

20

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

不
当春

作刈

取一

件、

内済

に
つ
き

嘉永

5

御領

分武

州多

摩郡

乙
津村

之
内軍

道組頭源兵衛他2名

郡方

御
役
所

状

1

6
・

21

取扱

済
口
証
文
之
事

忠
左
衛
門女

房、

岩
蔵
と密

通
に
つ
き

嘉永

4
、

8
、

19

多摩

郡
乙
津村

内軍

道当

人忠

右衛

門他9名

状

1

6
-

227
-
07
-
17-
2
7
-
3

乍恐

以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候〔包紙、括り紐〕御尋二付害付以奉申上候差出申一札之事差出申一札之事

養
父
貯
金
盗
難
に
つ
き「武州五日市村文書九

〇
通」触下の者意背につき吟味中村預け仰せ付けにつ

き福昌寺智海、口論の上疵負う
に
つき

嘉永

2、

54、42(天保)

武州

多摩

郡訴

訟人

平
四郎

他
1名畔切神社大宮司伜将監七左衛門組合藤右衛門他5名南小曽木村福昌寺留守居智海法

類惣代-他6名

郡方

御
役所寺社御奉行

所当御役元上師岡村名主孫

左
衛
門
殿
外
村
役
人中

状包
紙、

括り紐状状状

11

■

1111

乙
津村下晋

7
-

4

一

札之

事

鼻
紙
入
類
の
拾
得
物
に
つ
い
て
の
尋
に対する回答
(

文

政)
、

7、

23

当御

支
配所

武
州多

摩
郡
五
日市

村名主勘平他2名

江川

太
郎左

衛門

様御

手代

柏
木林

之助

状

1

7
-
5

7
-
6

一

札之

事差上申一札

之事

熟酔

の
上
打
郷一

件、

内
済太郎兵衛所持品、改めの

上
お
下
げにつき

、00

2

武
州多

摩
郡
五
日市

村
太郎

兵
衛他

4名

柏木

林之

助

状状

11

督
き
損じ

022



7
-
7

入
置申

一

札之

事

安三

郎妹

お
と
み
誘
引
に
つ
き

熊
蔵他

2
名

安三

郎

状

1

下書

7
-

8

差
出申

一

札之

事

名主

勘
平跡

役
御
請
印
形
拒
否
に
つ
いて

(
天
保)

状

1

下書

7
-
9

差
出申

一

札之

事

今後

は
身元

確認

の
う
え
借
家
さ
せ
る旨

4、

6

当
所
下
宿
政右

衛
門他

1
名

御役

人中

状

1

7
,

01

詫入

申一

札之

事

弟寅

次
郎女

房、

身持

不埼

に
つ
き

巳
8
月

乙
津
村
内
軍道

組
詫
入
人
文
蔵
他
2名

同村

源左

衛門

他
1
名

状

1

7
-

11

差
上
申一

札之

事

盗
品
持込

み
に
対し

金
子貸

し
渡
し、不将につき

状

1

下書

7
-

12

乍恐

以
書付

御訴

訟奉

申上

候

面体

知れ

ざ
る
者夜

中押

入
り参

る
につき

辰

5、

25

五
日
市
村
役
入
惣
代
吉
左
衛
門

状

1

7
-

13

差出

申一

札之

事

福昌

寺智

海疵

付一

件済

口
に
つ
き

当
人ー

南小

曽木

村福

昌寺

様御

留守

居智

海僧様御法類中右村役人中

状

1

下書

7
-

417
-
51
-

入置

申一

札差出申一札之

事

仁兵

衛よ

り政

右術

門方

へ

掛る

売
掛り出入につき博突不将の廉、御用捨願

11
、

18

年
寄
善
左
衛
門
他
1
名

五
日市

仁兵

衛

状状

11

下書

7
-

167-17

乍恐

以
番付

奉願

上
候

知行

所村

々
役人

一

同
に
よ
る
願書

、渡り人召抱えについて・惣益講について出府すべき旨、差紙

4
、

72

(
中
山
大助

)

御
知
行
所上

州
新
田
郡上濱田村名主善兵衛他9名中山大助内小山田仲右衛門他1名

御地

頭様

御役

人中五日市村名主勘平

状状

11

差
出
に
五
日市

村含

む

7
,

817-19

廻章

惣次

郎母

お
ま
つ
密通

に
つ
き、

引
取一札之事、詫証文之事、の2通の案文書留め御出役様より仰せ渡されの魯面、下書雛形作成につき

亥
8
、

15

寄場

五
日
市
村
名
主
勘
平
代
所
平

小
中
野
村他

4
ヶ
村右

御村

々
御役

人中

状状

11

封
紙
共

7
-

20

借
用申

金
子
証文

之事

金
二
両
二
分

状

1

7
-

21

御触

書

浪人

・

物貰

い
の
者共

の
廻村

に
つ
いての幕府触写

状

1

7
'

22

請取

申金

子
之事

五
日市

村勘

平
よ
り麹

町平

河町

平兵衛に渡すべき金子預り

子
12
、

19

麹町

山
元
町
大
塚屋

源
兵
衛

小
和
田
村
庄
次
郎

状

1

7
-

32

覚

大伝

馬割

・

臨時

諸
入用

金請

取

辰
6
、

晦

駒木

宿
小仏

定
助郷

惣
代河

村
武
右
衛門他-名

伊奈

村
林
蔵
他
3名

状

1

212

づ



覧

7
-

42

申
渡
書
付

御
賄
金
御
臨
時金

御先

納金

割賦

仰せ付けにつき

寅
11

月

地
頭所

内
末次

右介

他
1

名

御
知
行
所
武
州多

摩
郡
五
日市

村名

主組頭中

状

1

日
光
山
参
詣
前、

封
紙
共

7
-

257
-
627-27

覚覚覚

地
頭
所
よ
り
御
酒
代金

頂戴廻章写、内藤新宿酒屋喜

六方

よりのものと、山本大膳よりのもの
の2通知行所高割金=二〇両差し出すべき旨下知

酉
7
、

晦卯4月

地頭

所内

末次

右介

他
1

名地頭所内末次右介他1名

五
日
市
村
役
人
中五日市村名主組

頭
百
姓
代

状状状

111

日
光
参詣

前後

、

封紙

共

7
-

28

覚

名
主
勘
平
退
役、

伜
所
平
に名

主
役仰せ付けにつき

(
天
保)

卯
5月

地
頭所

内末

(次

)
右介

他
1

名

五
日
市村

年
寄
百
姓
代

状

1

7
-

29
-

1

御
掛
様
よ
り
の
御
用
状、

継
ぎ
送
り
下さるべく

午

8、

27

高
月村

名主

新蔵

小川

村他

3
ヶ
村右

御
村
々
御
名
主
中

状

1

封紙

に
糊付

し
て
あり

7
-

9
-

22

御
膳
所御

用
玉
川
上
ヶ
鮎
中、

漁猟

差し留めにつき

午

8、

27

伊
奈助

右
衛
門手

附岩

瀬幸

吉

小和

田村

他
2
か
村
右
村
々
名
主、

年寄中

状

1

封紙

に糊

付し

て
あり

7
-

30

去申

年皆

済目

録引

替え

に
罷り

出
るべき旨、廻状

酉

3、

14

伊
奈助

右
衛
門役

所

五
日市

村他

6
ヶ
村
右村

々
名主

年
寄

状

1

封紙

共

7
・

31

覚

関東

取締

出
役廻

村
に
つ
き
村役

人
罷り出るべき旨、廻章

子

8
、

18

五
日
市
寄
場
役
人

入
野村

他
13
ヶ
村右

村
々
御名

主
衆中

状

1

封
紙
共

7
-

237-33
-

1

申渡

神職

正
太夫

旧
離帳

外申

付嘉平次差出金御下げにつき

、

請書印形のため罷り出るべき旨

子

6
、

23辰8、10

中
山
大
助
内
斎
藤
八
郎
他
1

名伊奈友之助附(カ)川崎与十
郎

知行

所
武州

多摩

郡
五
日市

村役

人養沢村名主年寄中

状状

11

封
紙
共

7
`

3
`

23

村方

組頭

百姓

代名

前等

取調

べ、

届け下されたく、廻状

亥

9
、

2

五
日
市
村
名
主
勘
平

上大

久
野村

他
5
ヶ
村御

名主

中

状

1

7
-

437-357-36
-

17-36-2

御
下
ケ
問
書
写口演[書状]

神
職
正太

夫身

上等

尋留原村御用鮎村々加
入
願
に
つ
き、廻状等写高尾山口留の御守、柏木林之助様へ差上げ下さるべく御用状井賃銭、砂川村へ即刻継ぎ立てにつき

、

Eり727、29

柴崎

村
世
話
役次

郎兵

衛他

1
名上恩方村七郎兵衛熊川村名主

五
日
市
村他

2
ヶ
村
右
村
々
御
名主

中五日市村勘平五日市村御名主中

状状状状

1111

3
枚
が
角
で
糊
付
け
さ
れている3612、3と糊付けしてあり

222



O

,

7
-

36
-

37-73

覚

伊
兵
衛
出
府
致
す
べ
き
旨、

差
紙急御用物、五日市村旅宿まで

継ぎ送りくださるべく

、

買
り72

地頭

所内

末(次

)
右介

他
1
名上恩方村名主七郎兵衛

五
日
市村

百
姓
伊
兵
衛川村、下川口村、上

川
口
村
よ
り
五日市村迄右村々御名主中

状状

11

封
紙
あ
り封紙あり

7
-

387-397-40
-

1

覚覚覚

当
丑
御
年
貢
弐
納
に
つ
き
廻
状継立人足差出の旨、先触木銭米銭手形

丑
9
、

20戌12、9申6、12

江川

太
郎左

衛門

役所関東御取締出役道
田
平助伊奈助右衛門手代福田善

左
衛門

吉井

村
他
16
ヶ
村
右
村
々
名
主
組
頭
中五日市他5ヶ村五日市村名主中

状状状

111

封
紙
あ
り40-2と

端
で
糊
付
け
してあり

7
-

40
-

2

覚

御
用
に
つ
き
当
村
止宿

、

賄代

木銭

米・銭手形

酉
10
、

2

伊奈

助
右衛

門元

手代

中里

次
郎兵

衛

多
摩
郡
五
日
市
村
名
主
中

状

1

7
-

417-42

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

不
法
出
入一

件
に
関
す
る呼

出状地所出入のため、村役人年貢

請取拒否につき

8
、

5

中山

大
助内

小
山
田
仲右

術門

他
1

名五日市村百姓彦兵衛

五
日
市
村
名
主
勘
平

状状

11

封
紙
あ
り下書

7
-

43

差
上
申
御
請
害
之
事

沓
類
御
下
げ渡

し
願

丑

6
、

2

中山

大
助知

行所

武州

多摩

郡
五
日
市村名主勘平

御
奉
行
所

状

1

下
部
欠

7
-

44

覚

芝
居手

踊禁

止
に
つ
い
て
関東

取締

出役より触達の旨、廻章

子
8
、

16

寄場

五
日
市村

名主

勘
平他

4
名

小
和
田
村
他
36
ヶ
村右

村
々
名主

衆中

状

1

封
紙
あ
り

7
-

45

以
普
付
御
願
申
上
候

入
野村

去
戌年

貢
不納

あ
る
に
つ
き

子年

五
日
市村

三
内
村伊

奈村

上
大
久
野
村名主一同

状

1

写

7
-

467-47

以
口
上掛

申
上
候覚

疵
人
の
容態

に
つ
い
て不将あるにつき過料

銭仰

せ
付け

8
、

2未6、

20

玄
龍他

1
名中村八太夫手

附
廣瀬

尚
助
他
3
名

勘
平中山大

助知

行所

武州

多摩

郡
五
日市村名主勘平

状状

11

7
-

847-49

儀定

証文

之事乍恐以書付奉

申
上
候

引
田村

与
七疵

負一

件内

済
に
つ
き神社号勝手に願上げ、触頭へ違背不婚につき

武
州
多
摩
郡
秋
留
郷
五
日
市
村
秋
留
神

(
マ
マ
　

社
大
宮
司
訴
訟
人
竹
百
長
門、

同
州
同郡檜原村大嶽山神主右相手吉野讃岐

状状

11

下
沓下沓

7
-

507-51

乍恐

以沓

付奉

願
上
候乍恐以轡付奉願上候

元次

郎慢

心増

長
に
つ
き、

賜り

物等取上げ、御屋敷様通行差し留め下さるよ・つ久三郎呼出、日延願

未

10、

28

1(乙

津
村)
市
之
丞
他
98
名武州多摩郡五日市村年

寄
吉
左
衛
門

米津

越中

守様

郡方

御役

所伊奈助右衛門様御役所

状状

11

乙
津
村
文
書

322



一ド

7
-

52

乍
恐
以書

付奉

申
上
候

村内

に
て
無宿

峯吉

差
押え

の
一

件
につき

5
、

18

武
州
多
摩
郡
五
日
市
村
名
主
勘
平

小
池
三助

状

1

後
欠

7
-

537-54

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候乍恐以書付奉願上候

三
郎
兵
衛瘡

毒
に
つ
き御

仕置

猶
予願大袋村平次郎、勘平宅にて酒造をできるよう、融通願

、00

9臼

五
日
市村

名主

勘平

他
4
名

柏木

林
之
助

状状

11

7
-

557̀657-577-58

乍恐

以
書付

奉
願
上
候乍恐以書付御訴奉申

上
候乍恐以書付御訴訟奉申上

候乍恐以書付奉願上候

久
次
郎
召
出
吟
味
宥
免
願小前之者来正月年礼拒

否
に
つ
き疵負の久右衛門の客体について三次郎帰住願

文
化
11、

10

五
日市

村
久右

衛
門
組
合
百姓

弥
兵衛他1名百姓三次郎弟安五郎ほか

小野

田
三
郎右

衛門

様御

役
所

状状状状

1111

下書

、

欠落

帳附

願も

附記

7
-

95

御尋

二
付
以轡

付奉

申
上候

津久

井縣

関村

光明

寺身

持
の
儀御

尋ほかにつき

庄
右
衛
門
他
2
名

状

1

下
雷

7
・

60

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

久右

衛
門打

櫛致

さ
る一

件、

内議

定を破る等の不法につき

扱人

連
印

状

1

下
書

7
・

61

以
始
末
沓
奉
申
上
候

相
州
春
山
村
伊
兵
衛
よ
り
の
酒其

外売掛滞一件

亥
8
、

4

五
日市

村勘

平

小
山
田
仲
右
衛
門、

斎
藤
八
郎

状

1

下
沓

7
・

62

乍
恐以

書
付奉

願
上
候

庄
太
夫
一

件
に
関
し、

村
方
取
締
不
行届きについて

(
天保

)

五
日市

村勘

平他

9
名

御地

頭所

様
御役

人
中

状

1

下
書

7
-

36

乍恐

以
書付

奉願

上
候

五
日
市村

久右

衛門

、

小
和田

村
文
吉らに打郷致さるにつき

五
日
市村

願
入
組
合
弥
兵衛

状

1

下書

7
-

64

〔書

状〕

庄太

夫一

件
に
つ
い
て、

添簡

依頼

に対する返事

(
天
保)

状

1

写

7
`

56

乍
恐
以書

付奉

願
上
候

御林

山伐

出方

、

私
へ
仰せ

付け

下されたき旨

(
五
日
市
村
名
主
勘
平)

状

1

下
轡

7
-

66

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

当村

三
郎
兵衛

召出

し、

発熱

に
つ
き猶予願

勘平

、

吉左

衛門

状

1

下
書

7
-

67

乍恐

以
書
付
奉
申
上
候

村
方
一

件
引
合
の
た
め
水
帳井

書物

飛脚差立てにつき

、

に」42

(中

山
大
助
知
行所

武
州
多摩

郡
五
日市村名主勘平)

御奉

行所

状

1

422



7
-

68

乍恐

以書

付奉

甲上

候

元地

主
い
ち
の
地所

、

最早

流地

と
心得る旨、返答

文

政

12
、

4
、

5

中
山
大
助
知
行
所武

州
多摩

郡
五
日
市村名主勘平

御奉

行所

状

1

下
書

7
-

69

乍恐

以書

付奉

願上

候

渡御

用人

召抱

の
件、

前
々
の
通御

本家様御附添入拝借下されたく
(
巳
年)

何
州
何
村
何
兵
衛

御
地
頭所

様
御
用人

中

状

1

雛
型

7
-

07

乍恐

以書

付奉

願上

候

川嶋

武右

衛
門殿

再勤

仰
せ
付け

下されたく

中
山
大
助
知
行
所上

州
新
田
郡
濱
田
村新井権次郎他1名

御
本家

様御

役
人衆

中

状

1

7
-

71

乍恐

以書

付奉

申上

候

庄太

夫一

件
に
添簡

仕
る
の
は
恐れ

入るため、取計い方伺

(
天
保)

状

1

下
書

7
-

72

乍恐

以書

付奉

願上

候

南横

町竹

次郎

疵受

け一

件、

始末

につき申上

(
五
日
市
村
名主

勘
平)

状

1

下
轡

7
-

73

乍恐

以書

付奉

愁訴

候

御
用状

継立

遅刻

に
つ
き、

勘弁

願

状

1

下
香

7
・

74
・

1

覚

米代

金
二
両一

分余

受取

巳

4
、

5

扇
町
屋
村萬

や
重
右
衛
門
代
次
郎
兵
衛

五
ヶ
市
村
勘
平

状

1

7
,

4
,

27

乍恐

以書

付奉

甲上

候

久
三
郎不

斗家

出
に
つ
き懸

落帳

附
願
(

文化

)

願
人
五
日
市
村
百
姓
久
三
郎
親
安右

衛門他3名

伊奈

助
右衛

門
様御

役
所

状

1

下
書

7
-

75

御尋

二

付乍

恐
以轡

付奉

申上候

庄太

夫出

訴一

件、

庄太

夫身

分・

是迄の行跡尋ねにつき、申上
(
天

保
10)

亥
8
、

21

御知

行
所武

州
多廠

郡
五
日
市
村
庄
太夫元組合惣代百姓甚八他1名

御
地
頭
所様

御
役
人
中

状

1

裏
に
宿
紙
の
案
文
を
貼
ってあり

7
-

767-77

乍恐

以書

付奉

申上

候乍恐以誉付奉申上候

五
日市

村太

郎兵

衛、

望月

鵠助

様御出役の節召出され、同入家内にある鼻紙入れについて御糺し五日市村百姓利助欠落帳附願

(

文政

)亥9、

23

右
五
日
市村

欠
落
人
利
助
親
類
代
兼
地主善助他2名

江
川
太
郎左

衛
門様

御役

所

状状

11

下
沓、

付
箋
あ
り

7
'

87

乍恐

以
轡付

奉願

上
候

竹次

郎、

当村

善助

ほ
か数

拾人

よ
り理不尽打榔致さるにつき

願
人
庄
太
夫
他
12
名

右村

名
主勘

平

状

1

7
-

79

乍恐

以
書付

奉願

上
候

父勘

平重

症
に
つ
き、

帰村

介抱

仕りたく

未
10
、

27

中
山
大
助
知
行
所武

州
多摩

郡
五
日
市村名主勘平煩二付代伜所平

寺社

御奉

行

状

1

下
書

7
-

80

乍恐

以
書付

奉願

上
候

後家

よ
ね娘

い
ね風

与家

出、

欠落

帳付願
(
天
保)

五
日
市
村百

姓
長
右
衛
門
後
家
よ
ね
他4名

御
地
頭所

様御

役人

中

状

1

下
書

7
-

81

乍恐

轡付

を以

奉願

上
候

久右

衛門

、

小和

田村

文吉

ら
に
打櫛致さるにつき

文

化

11
、

10
、

9

五
日
市
村
百
姓
久
右
衛
門
親
類
藤
七
他1名

小
野
田
三郎

右衛

門様

御役

所

状

1

下
沓

522



7
-

82

乍恐

以
沓
付奉

願
上
候

竹
次
郎
打
郷
致
さ
る
一

件、

役所

へ
の出頭は晦日まで猶予下されたく

状

1

下番

7
-

83

乍恐

以
書付

奉願

上
候

貯桿

詰
戻
し
の
義、

御
免
成
し
下
さ
れ

村
々

名主

、

年寄

、

百姓

代

状

1

雛形

た
く

7
-

84

乍恐

以
書付

御訴

訟奉

申上

候

私所

持
の
切
畑
山
諸
木
伐荒

し
出
入

(
文
化)

小
野
田
三
郎右

衛
門
御
代
官所

武
州多摩郡五日市村百姓安兵衛煩二付代同人召使訴訟人弥太郎他1名、相手5名

状

1

7
`

58

覚

見
回り

の
為来

村、

木銭

米銭

手形

申

6
、

4

伊
奈
助
右
衛
門
手
代
福
田
善
左
衛
門

五
日市

村名

主
中

状

1

7
-

86
-

1

覚

上納

金落

手

子
6
、

20

中
山
大
助
内
斎
藤
八
郎

五
日
市
村名

主
勘平

状

1

7
`

6
`

28

覚

取締

見廻

の
た
め
止宿

、

昼食

・

木銭米代手形

未
11
、

16

伊
奈助

右衛

門
様手

代
福
田
善
左
衛
門

多
摩
郡
五
日
市
村名

主
中

状

1

7
-

86
・

1
の
下
に
貼
継

7
-

87

覚

御
村
方久

右
衛
門飯

料
五
両一

分請

取

亥
7
、

15

馬喰

町
三
丁
目
長嶋

屋
清之

助

五
日
市
村
勘
平

状

1

7
・

88

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

太
郎
兵衛

庭
先
の
捨
物、

不
正
の
口oo

として吟味を受けるにつき

(文

政
10
)

状

1

下
書

7
-

89

乍
恐以

誉
付奉

申
上
候

牛
沼
村
一

件
に
つ
い
て
召喚

さ
れ
た重右衛門、病気につき委細申上

文化

8、

7
、

27

伊奈

助右

衛
門内

御代

官所

武州

多摩郡五日市村百姓重右衛門組合孫兵衛

寺社

御奉

行
所

状

1

7
,

09

差
上
申済

口
証文

之
事

潰屋

敷
相
続
に
差
障
り
出
入

(文

化)

当御

代官

所武

州多

摩郡

槍
原村

沢又組訴訟人百姓佐次右衛門他相手
4名、扱人1名

小野

田三

郎右

衛
門
様御

役
所

状

1

7
-

91

覚

金
一

両
二
朱落

手、

養
沢
村他

7
ヶ
村分

8、

26

吉
三
郎事

川
崎
九
郎
兵
衛

勘平

、

四
郎右

衛門

状

1

7
-

92

差
上申

済
口証

文之

事

竹次

郎打

郷致

さ
る
一

件
に
つ
き

状

1

下書

7
-

93

乍
恐
以誉

付奉

願
上候

小和

田村

一

件(文

吉他

に
よ
る
打郷

)吟味下ヶ願

亥

5、

9

小
野
田
三
郎
右
衛
門
御
代
官
所
武
州多摩郡五日市村百姓久右衛門他4

名

御奉

行所

状

1

8-

0

〔包

紙〕

包紙

1

8
-

1

年貢

割付

御請

番

享保

7
、

12
、

11

五
日
市
村
組
頭
勘
兵
衛
他
7
名、

惣
百姓庄左衛門他田名

状

1

前
欠

622



8
-
2

子
御
年
貢
皆
済
目
録

享保

18
、

7

萩原

源
八
郎

右
村(
五
日
市
村)
名
主、

組
頭、

惣
百姓

状

1

8
-
3

酉
御
年
貢
皆
済
目
録

寛保

3

大屋

杢之

助

右
村(
深沢

村)

状

1

8
-

4

戌
年
御
年
貢
可
納
割
付
之
事

明和

3
、

11
、

5

備前

(
五
日

市村

)
名
主
、

百
姓

状

1

8
5

亥
御
年
貢
請
取
米
永
之
事

寛
政
5
、

12

菅安

十郎

他
4
名

五
日
市村

状

1

8
-
6

辰
皆
済
目
録

寛
政
9
、

3

伊(奈

)
友之

助

右(
五
日
市村
)
名
主、

年
寄、

惣
百
姓

状

1

8
-

7

子
皆
済
目
録

文化

2
、

3

伊(奈

)
友之

助

右
(
五
日

市村

)

名
主
、

年
寄
、

惣
百
姓

状

1

8
-

8

辰
皆
済
目
録

文化

6
、

7

伊(奈

)
助右

衛
門

右(
五
日
市村
)
名
主、

年
寄、

惣
百
姓

状

1

8
9

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

関
東
筋
御
取
締
組
合
定
め
ら
れ
る
に
つき

文政

13
、

4

中山

大助

知行

所武

州多

摩郡

五
日
市村外34ヶ村惣代右村名主勘平他4名

御
勘
定
奉
行
曽
我
翌
後
守
他
4
名

状

1

8
,

01

巳
御
年
貢
金
皆
済
目
録

文政

13
、

正

中山

大助

内小

山
田仲

右衛

門他

1
名

右
村(
五
日
市
村)
名
主、

組
頭、

惣
百姓

状

1

8
-

11

卯
御
年
貢
金
皆
済
目
録

天保

2
、

11

中山

大助

内小

山
田
仲右

衛門

他
1
名

右
村(
五
日
市
村)
名
主、

組
頭、

惣
百姓

状

1

8
,

21

寅
御
年
貢
金
皆
済
目
録

天保

2
、

正

中山

大助

内小

山
田
仲右

衛門

他
1

名

右
村(
五
日
市
村)
名
主、

組
頭、

惣
百姓

状

1

722


